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図面番号 図面名称

図面リスト

A-01

A-02

A-03

A-04

A-05

A-06

A-07

A-08

A-09

A-10

A-11

A-12

特記仕様書（１）

特記仕様書（２）

撤去平面図

舗装区分図

排水計画図

囲障計画図

A-13 囲障構造図（１）

計画平面図

横断図（１）

横断図（２）

構造図

計画概要図

図面番号 図面名称

A-14

A-15

A-16

A-17

A-18

A-19

A-20

E-01

E-02

E-03

E-04

E-05

囲障構造図（２）

本部席・器具庫エリア計画図

観客席詳細図

照明制御盤・結線図

新設　照明設備図

撤去　照明設備図

階段部詳細図

手足洗い場詳細図

物置詳細図

付帯施設計画図

照明器具姿図

特記仕様書（３）

A-21 付帯設備詳細図

電気設備工事特記仕様書

M-01 機械設備平面図

E-06 照度分布図（参考）



3.1 一般事項

鉄筋の最小かぶり厚さ：　※表5.3.6による　・図示　・　

溶接金網の最小かぶり厚さ：　※表5.3.6による　・図示　・　

土に接する柱、梁、スラブ及び壁の鉄筋のかぶり厚さ（軽量コンクリートの場合）：

　　　・図示　・40mm　・50mm　・60mm　・　　

塩害を受ける恐れのある部分等の鉄筋のかぶり厚さ：　・図示　・　

各部の配筋：　・図示　・　

抜取試験の方法：　※超音波探傷試験　・引張試験　・　

適用箇所：　・図示　・　　

3.5 鉄筋のかぶり厚さ、

4.10 圧接完了後の

3.7 各部配筋

特記仕様書

１．本特記仕様書は、本工事における建築関連工事に適用する。

２．本特記仕様書における採用事項

３．本特記仕様書に記載なき事項については下記による。

４．その他事項
　・各項目欄の番号(例：1.4 ○○○）は標準仕様書の番号（章番号を除く）に照合する

　

　・各項目欄の番号(例：表○.○.○、及び図○.○.○)は標準仕様書の各表、及び図番号に該当する項目とする
　

　・国土交通省大臣官房官長営繕部監修  公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和７年版
　・国土交通省大臣官房官長営繕部監修  建築物解体工事共通仕様書　令和７年版

　②．項目欄に ・ 印を附し特記事項欄に ・ 印を附していない場合は標準仕様書による。
　①．項目欄は番号等に ・ 印を附したものを適用する。

　③．特記事項は ・ 印を附したものを適用する。但し ・ 印の付かない場合は※印の附した事項を採用する。
　　　 ・ 印と ※ 印を附した場合は共に適用する。

特記事項項　目章

特記事項項　目章 章 項　目 特記事項

　・各項目欄の番号(例：1.* ○○○）は標準仕様書の番号（章番号を除く）に該当しない項目とする　

(CORINS)への登録：　・行う　・行わない

基準風速：　・Ｖｏ＝３０(m/s)　平成12年建告第1454号第2

地表面粗度区分：　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ　・

積雪区分：　・区域=(27)／α=0.0005／β=6.26／γ=0.12／R=40　　平成12年建告第1445号　別表

1.4 工事実績情報登録

技術者の配置：　・配置する（・常駐　・非常駐）　・配置しない

施工順序等の制約：　・無し　・有り【・現場説明書による　・図示　・　　　　　　　　　　　　】

工事車両の駐車場所：　・図示　・現場説明書による　・　

資材、機材置場　　：　・図示　・現場説明書による　・　

発生土仮置場　　　：　・図示　・現場説明書による　・　

その他の施工条件　：　・図示　・現場説明書による　・　

発注者への引渡発生材：　※金属類及びPCB含有物　・図示　・

特別管理産業廃棄物の有無：　・無し　・有り【分類；　・図示　・　　　　　　　】

発生材のリサイクル：　・図示　・　

1.* 建築基準法の風圧

　　・積雪に関する規定

3.3 電気保安技術者

3.5 施工条件

3.11 発生材の処理等

4.* 使用材料

濃度測定：　・未実施　・実施5.9 化学物質の濃度測定

　測定対象物質：　・ホルムアルデヒド　・トルエン　・キシレン　・エチルベンゼン

　　　　　　　　　・スチレン　・図示　・　

　測定方法：　・簡易法　・パッシブ型採取機器　・測定バッジ；

　測定対象室：　・図示　・　

　測定箇所数：　・図示　・　箇所

完成図　　　　　：　・必要　・不要

保全に関する資料：　・必要　・不要

提出部数：　※各２部　・　部

記入内容：　※表1.7.1 　・図示　・　

7.1 完成時の提出図書

・仮設材以外の全ての建築材料（仕上材、下地材、副資材）のホルムアルデヒド放散量はＪＩＳ等の材料規格

　において放散量が規定されている場合は原則としてＦ☆☆☆☆とする。但し使用予定材料にＦ☆☆☆☆が

　存在しない場合は監督員と協議のうえ決定する。

　化学物質濃度を下記のとおり測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し報告すること。

　・厚生労働省の標準的測定方法による場合の測定者は、環境計量証明事業所として登録を行っている者、

　　又は作業環境測定事業所の有機溶剤の登録を行っている者とする。

2.4 工事の記録等 工事報告書の書式等：　・協議により決定　・指定の書式　・任意の書式　・　

7.2 完成図 種類：　※表1.7.1 　・一般図　・実施設計竣工図一式　・施工承認図　・　

　　　　　　・Ａ３原稿２つ折り製本　・　

提出要領：　・データ形式【　・ＣＡＤ　・ＰＤＦ　・　　　　　　　　】

1.* 地業工事 ・本章の事項は構造特記仕様書による

2.2 試験杭 試験杭の位置、本数、載荷荷重：　・図示　・　

2.3 杭の載荷試験 載荷試験：　・水平試験　・鉛直試験　・　

試験杭の位置、本数、載荷荷重：　・図示　・　

試験方法：　・図示　・　

試験報告書の記載事項等：　・図示　・　

2.4 地盤の載荷試験 載荷試験：　・平板載荷試験　・　

試験の位置、載荷荷重：　・図示　・　

試験方法：　・図示　・　

試験報告書の記載事項等：　・図示　・　

3.3 材　料 材料の強度等による区分：　・　

杭の寸法、継ぎ手の箇所数、杭先端形状：　・図示　・　　

3.4 ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ工法 支持地盤の位置、種類：　・図示　・　　

アースオーガーの支持地盤への掘削深さ：　・図示　・　　

杭の支持地盤への根入れ深さ：　・図示　・　　

杭の水平方向の位置精度：　・図示　・100mm以内　・　　

3.5 特定埋込杭工法 施工法の種類：　・図示　・　　

支持地盤の位置、種類：　・図示　・　　

杭の継手の工法：　・ｱｰｸ溶接　・無溶接継手（工法；　　　）

杭頭の処理法：　・図示　・　

4.3 材　料 材料の種類：　・SKK400　・SKK490　・SHK400　・SHK490M　・図示

4.5 継　手 杭の継手の工法：　・自動ｱｰｸ溶接　・半自動ｱｰｸ溶接　・　

5.1 一般事項

5.4 材料その他 帯筋の加工、組立：　・図示　・　

鉄筋の最小かぶり厚さ：　・図示　・60mm　・　mm　

鉄筋かごの補強：　・図示　・　

組立鉄筋の節の継手：　※重ね継手　・図示　・　

セメントの種類：　・普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　※高炉ｾﾒﾝﾄB種　・混合ｾﾒﾝﾄ　・図示　・

コンクリートの設計基準強度：　・Fc=21N/mm2　・Fc=24N/mm2　・図示

支持地盤の位置、種類：　・図示　・　　

杭孔壁の超音波測定：　・行なわない　・行う　

支持地盤の位置、種類：　・図示　・　　

5.5 ｱｰｽﾄﾞﾘﾙ工法,ﾘﾊﾞｰｽ工法

5.6場所打鋼管ｺﾝｸﾘｰﾄ杭工法

　　　　　及び拡底杭工法

　　　 及びｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ工法

杭の水平方向の位置精度：　・図示　・100mm以内　・　　

杭の水平方向の位置精度：　・図示　・100mm以内　・　　

砂地業の種別：　・シルト　・山砂　・川砂　・砕砂　・

防湿層の材料：　※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15mm　・

床下防湿層の適用：　・適用しない　・適用する　・図示

床下防湿層の範囲：　・図示　・

6.2 材　料

6.3 砂利及び砂地業

6.4 捨てｺﾝｸﾘｰﾄ地業

6.5 床下防湿層

捨てコンクリートの厚さ：　・図示　※50mm　・　mm　・120mm　・150mm　・

砂利及び砂地業の厚さ：　・図示　※60mm　・100mm　・120mm　・150mm　・

・本章の事項は構造特記仕様書による

鉄筋の種類：　・SR295　・SD295A　・SD295B　・SD345　・SD390　・図示　・　

溶接金網の寸法、径：　・φ6x150x150　・φ6x100x100　・φ4.5x50x50　・図示　・　

継手の種類：　・重ね継手　・ガス圧接継手　・機械継手　・溶接継手

継手の位置：　・図示　・　

柱主筋の重ね継手長さ：　・40d(50d)　・図示　・　

梁主筋の重ね継手長さ：　・40d(50d)　・図示　・　

耐力壁鉄筋の重ね継手長さ：　※40d(50d)　・図示　・　

先組み工法等の継手の位置：　・図示　・　

鉄筋の定着長さ：　※表5.3.4による　・図示　・　

折曲げ定着の方法：　※図5.3.3による　・図示　・　

1.* 鉄筋工事

2.1 鉄　筋

2.2 溶接金網

3.4 継手及び定着

機械式定着工法の適用箇所、種類：　・図示　・　

5.5 施工完了後の

外観検査方法：　・目視及び計測　・図示　・　

超音波探傷検査の対象：　・抜取り１ロット当り10箇所　・抜き取り１ロット当り5％程度　・　

試験は（公社）日本鉄筋継手協会発行の鉄筋継手工事標準仕様書等に基づき検査を行う。抜取り１ロットは

同一作業班の１日当たりの継手作業箇所とする。（概ね200箇所程度）

超音波探傷検査で不合格となった場合の措置：　・全数検査を行い是正する　・図示　・　

6.3 工　法 適用箇所：　・図示　・　　

性能・種類等：　・図示　・　　

鉄筋相互のあき：　・図示　・　　

外観検査方法：　・目視及び計測　・図示　・　

試験は（公社）日本鉄筋継手協会発行の鉄筋継手工事標準仕様書等に基づき検査を行う。抜取り１ロットは

同一作業班の１日当たりの継手作業箇所とする。（概ね200箇所程度）

超音波探傷検査の対象：　・抜取り１ロット当り30箇所　・抜き取り１ロット当り15％程度　・　

超音波探傷検査で不合格となった場合の措置：　・全数検査を行い是正する　・図示　・　

鉄筋相互のあき：　・図示　・　　

性能・工法等：　・図示　・　　

　　　　・ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ；H=1.8m　・A型ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ；H=0.8m

監督職員事務所の設置：　・必要　・不要　

◎監督員事務所の規模、設備、備品等

　・（　）号（会議室（　　）㎡ を含む）

　・（　）号に会議室（　　）㎡ を加えた規模

　・専用電話　・兼用FAX　・冷暖房機　・机　・椅子　・書棚　・検査用具　・その他；

受注者事務所の設置：　・必要　・不要　

　・（　）号（会議室（　　）ｍ^u2 を含む）

　・（　）号に会議室（　　）ｍ^u2 を加えた規模

　・専用電話　・兼用FAX　・冷暖房機　・机　・椅子　・書棚　・検査用具　・その他；

◎受注者事務所の規模、設備、備品等

3.1 監督職員事務所等

構内既存の施設：　・利用できない　・利用できる【・有償　・無償】3.* 工事用水

構内既存の施設：　・利用できない　・利用できる【・有償　・無償】

　　　　　　　　　・動力以外利用できる【・有償　・無償】

種別：　・仮囲い用成型鋼板；H=3.0m､t=1.2㎜

　　　　・塗装溶融亜鉛メッキ鋼板波板；H=1.8m､t=0.19㎜

3.* 工事電力

3.* 仮囲い

　３．仮設物

塗装：　・単色；片面SOP塗　・模様；

門扉（施錠付）：

　種別　・ｼｰﾄｹﾞｰﾄ　・ﾊﾟﾈﾙｹﾞｰﾄ　・　

　形状：・W3.6m×H4.5m　・ W6.0m×H4.5m　

・工事現場からの落下物、飛散物による危害防止は下記又は同等以上の措置をする。

　・防護鉄網　・防護ｼｰﾄ　・防護棚　・防音ｼｰﾄ　・防音ﾊﾟﾈﾙ　・その他；

・洗車ピット（幅3m×長さ5mｘ厚さ20cm　程度の土間コンクリート、給排水設備共）

　・洗車装置（高圧洗浄装置程度）　・　

3.* 落下物、飛散物等

　　　　　による危害防止

3.* 洗車設備

3.* 仮排水 ・既設排水溝や排水管、会所等の撤去時には、仮設の排水設備を設け、排水上支障のないようにする。

材料：　・搬入真砂土（砂礫等の混入のないもの）　・掘削土（良質なもの）

種別：　・A種　・B種　・C種　・D種

・現場説明書による　・構外搬出適切処理　・構内指定場所堆積　・構内指定場所敷均し

・他現場に搬入（　　　　　　　　　　）　・　

・指定処分地（

2.3 埋戻し及び盛土

2.5 建設発生土の処理

　２．根切り等

　２．試験及び報告書

　３．既製コンクリート杭地業

　４．鋼杭地業

　５．場所打ちコンクリート杭地業

工法の適用：　・ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ工法　・特定埋設杭工法

根固め液の管理試験：　※標準仕様書及び表4.3.1による　・　

杭周固定液の管理試験：　※標準仕様書及び表4.3.1による　・　

　６．砂利、砂、捨てコンクリート地業等

　２．材　料

　３．加工及び組立

　４．ガス圧接

　５．機械式継手

　６．溶接継手

5.3 工　法

6.5 施工完了後の
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３．工事種目

２．敷地面積

１．工事場所

Ⅰ  　工事概要

設計図

7.4 技能士

コンクリート工事

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ他

屋根及びとい工事

カーテンウォール工事

鉄骨工事

左官工事

塗装工事

内装工事

建具工事

排水工事

石工事

防水工事

木工事

金属工事

タイル工事

鉄筋工事

・アスファルト防水工事作業 ・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・建築塗装作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・内外装板金作業

・鋼製下地工事作業

・ビル用サッシ施工作業

・石張り作業

・コンクリートブロック工事作業   

・ボード仕上げ工事作業

・左官作業

・建築配管作業

・タイル張り作業

・大工工事作業

・鉄筋組立て作業

・型枠工事作業

適用工事種別 技　能　検　定　作　業

仮設工事 ・とび作業

・構造物鉄工作業

・塩化系シート防水工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業 ・FRP防水工事作業

植栽工事 ・造園工事作業

舗装工事 ・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

・金属製カーテンウォール工事作業 ・ガラス工事作業

・自動ドア施工作業

・エーエルシーパネル工事作業

・コンクリート圧送工事作業

・とび作業

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業 ・セメント系防水工事作業

・シーリング防水工事作業

・スレート工事作業　

・内外装板金作業　

・ガラス工事作業

・ビル用サッシ施工作業

・カーペット系床仕上げ作業 ・壁装作業

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・押出成形セメント板工事作業

・技能士の活用を積極的に図ること。施工計画書に技能士の氏名・資格証明を添付すること。

　なお、防水工事及び塗装工事については技能士の活用を必須とする。

コンクリートの種別：　・Ａ種　・Ｂ種　・図示

コンクリートの構造体強度補正値(S)：　・図示　※3N/mm　・

コンクリートのスランプ：　・18cm　・15cm　・図示

鋼管部分の材料：　※図示　・　

　　　　　　　　　間隔

　　　　　　圧接部試験

　　　　　　継手部試験

　　　　　　熔接部試験

A-01

　　特記仕様書（１）

作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名

1：200

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託

山梨県韮崎市本町四丁目 地内

≒4,000㎡

・土工

市営総合運動場テニスコート改修工事

・舗装工

・テニスコート工事

・電気設備工事

・擁壁工

・付帯工

同上

同上

３

・給排水設備工事

監督員との協議による

・撤去工

※既存テニスコート周囲5ｍ範囲へ設置(仮設計画図提出）

※テニスコート北西側へ設置(仮設計画図提出）



章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項

大臣認定を受けたコンクリートの適用：　・図示　・　

気乾単位容積質量による種類：　・普通ｺﾝｸﾘｰﾄ（下表による）　・図示

施工部位 設計基準強度(N/mm2) 備　考

 ・構造躯体（構造物基礎）

 ・構造躯体（　階～　階）

 ・構造躯体（　階～　階）

 ・捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

 21

 24

 21

 ・18　・21

2.2 ｺﾝｸﾘｰﾄの強度

2.1 ｺﾝｸﾘｰﾄの種類 特殊な要求性能のコンクリートの適用：　・図示　・　

コンクリートの要求性能等による種類：　・図示　・　

スランプ：　※表6.2.2による　・図示　・　　

打放し仕上げの種別（合板せき板を用いる場合）

施工部位 種別 備　考

A種

B種

C種

コンクリートの仕上りの平坦さ：　・a種　・b種　・c種

 ・化粧打放し部

 ・打放し補修下地部

 ・基礎部

高炉セメントＢ種の適用箇所：　・図示　・基礎　・地中梁　・　

フライアッシュセメントＢ種の適用箇所：　・図示　・　

骨材の種類：　※JIS A 5308(付属書A)の骨材　・規定外の骨材：

細骨材の種類：　※JIS A 5308(付属書A)の細骨材　・規定外の細骨材：

骨材のアルカリシリカ反応性による区分：　※A ・B

混和剤：　・AE剤　・AE減水剤　・高性能AE減水剤　・　

混和材：　・ﾌﾗｲｱｯｼｭ　・高炉ｽﾗｸﾞ微粉末　・膨張剤　・　

混和材料の使用方法等：　・図示　※製造所資料に基づき承諾　

コンクリートの構造体強度補正値(S)：　※表6.3.2による　・図示　・　

打継ぎの位置：　※梁、ｽﾗﾌﾞ; ｽﾊﾟﾝの中央(1/4)　※柱、壁;梁、基礎の上端　・図示

打継ぎ目地の見付寸法：　・図示　・25mm　・20mm　・15mm　・　

普通エコセメントの養生期間：　・5日　・7日　・　　

外部に面する打放し仕上げの増打厚さ：　・25mm　・20mm　・15mm　・　

ひび割れ誘発目地の位置、形状、寸法：　・下表による　・図示　・　

施工部位 位置 形状 寸法(見付x深さ)

スリーブの材種等等：　・鋼管　・VP管　・溶融亜鉛めっき鋼板　・つば付き鋼管

 ・片持ちスラブ

 ・外部開口部廻り

 ・壁タイル張り仕上面

 ・図示

 ・図示

 ・図示

 ・両転び ・片転び

 ・両転び ・片転び

 ・両転び ・片転び

 20mmx15mm

 15mmx12mm

 15mmx10mm

型枠の材料等：　・下表による　・図示　・　

種類 種別・厚さ 材質

 ・合板

 ・床型枠用鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ

 ※｢ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠用合板のJAS｣・12mm

 ・｢ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠用合板のJAS｣・15mm

 ※複　合

 ※南洋材

 ・針葉材

鋼材の形状及び寸法：　・図示　・　

断熱材を兼用した型枠材：　・使用する【使用箇所：　・図示　・　　　】

ＭＣＲ工法：　・適用する【適用箇所：　・図示　・　　　】

土に接する軽量コンクリートの使用：　・使用する【使用箇所：　・図示　・　　　】

水に接する軽量コンクリートの使用：　・使用する【使用箇所：　・図示　・　　　】

軽量コンクリート種類：　・下表による　・図示　・　

施工部位 種類 備　考

・1種 ・2種

・1種 ・2種

・1種 ・2種

 ・ルーフバルコニー防水押え

 ・屋上防水押え

 ・浴室防水押え

所要スランプ：　※21cm以下　・18cm以下　・図示　・

セメントの種類：　※普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄA種　※混合ｾﾒﾝﾄA種　・高炉ｾﾒﾝﾄB種　・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種3.1 ｺﾝｸﾘｰﾄの材料

3.2 ｺﾝｸﾘｰﾄの調合

6.4 打継ぎ

7.2 湿潤養生

8.1 型枠一般

8.2 材　料

スリーブ：　・硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管　・溶融亜鉛めっき鋼管　・鋼管　・つば付き鋼管　・鋼管　・紙ﾁｭｰﾌﾞ

10.2 種類及び品質

2.5 構造体ｺﾝｸﾘｰﾄの仕上り

　３．コンクリートの材料及び調合

　６．コンクリートの工事現場内運搬、打込み及び締固め

　７．養　生

　８．型　枠

　１０．軽量コンクリート

10.1 一般事項

2.4 ﾜｰｶﾋﾞﾘﾃｨｰ及びｽﾗﾝﾌﾟ
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塗料の防火材料の指定：　・図示　・無　・有（　

種　別塗装面の種類

 木部（不透明塗料塗り部）

 木部（透明系塗料塗り部）

 せっこうその他のﾎﾞｰﾄﾞ

 ※A種　・B種

 ・A種　※B種

 ・A種　・B種

 ・A種　※B種

 ・A種　※B種

 ・A種　※B種

 継目処理工法の場合：　※A種　・B種

 その他の場合：　・A種　※B種

 鉄鋼面  ・A種　※B種　※C種

3.2 塗料種別 鉄鋼面(上塗りEP-Gの場合)：　・A種　※B種

亜鉛めっき鋼面(上塗りSOPの場合)：　※A種　・B種

3.3 錆止め塗料塗り

鉄鋼面見え隠れ部分(上塗りSOP、及びEP-Gの場合)：　・A種　※B種

鉄鋼面見え掛り部分(上塗りSOP、及びEP-Gの場合)：　※A種　・B種

1.3 材　料

2.1～2.7 ***素地ごしらえ

 モルタル、プラスター面

 コンクリート、ＡＬＣパネル面

 押出成形セメント板

 亜鉛めっき鋼面

　１．共通事項

　２．素地ごしらえ

　３．錆止め塗料塗り

亜鉛めっき鋼面鋼製建具面(上塗りSOP、及びEP-Gの場合)：　※A種　・B種

亜鉛めっき鋼面鋼製建具面以外(上塗りSOP、及びEP-Gの場合)：　・A種　※B種

種別（外部）：　※A種　・B種

種別（内部：多孔質広葉樹以外）：　・A種　※B種

種別（内部：多孔質広葉樹）　　：　・A種　・B種

種別：　・A種　※B種

4.2 木部***塗り

4.3 鉄鋼面***塗り

　４．合成樹脂調合ペイント塗り（ＳＯＰ）

種別：　・A種　※B種5.2 ｸﾘﾔﾗｯｶｰ塗り

種別：　・A種　※B種6.2 ｱｸﾘﾙ***塗り

上塗り塗料の等級：　・1級　・2級　・3級

上塗り塗料の等級：　・1級　・2級　・3級

種別：　・A種　・B種　・C種

7.2 鉄鋼面***塗り

7.3 亜鉛めっき***塗り

7.4 ｺﾝｸﾘｰﾄ面***塗り

コンクリート面：　・A種　※B種

モルタル面：　・A種　※B種

プラスター面：　・A種　※B種

せっこうボード面：　・A種　※B種

その他ボード面：　・A種　※B種

8.2 ｺﾝｸﾘｰﾄ面***塗り

　５．クリヤラッカー塗り（ＣＬ）

　６．アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り（ＮＡＤ）

　７．耐候性塗料塗り（ＤＰ）

　８．つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ－Ｇ）
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・本章の事項は構造特記仕様書による

コンクリートの種別：　※Ｉ類　・Ⅱ類

気乾単位容積質量による種類：　・軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ（下表による）　・図示

施工部位

 ・ﾙｰﾌﾊﾞﾙｺﾆｰ防水押え

 ・屋上防水押え

 ・浴室防水押え

 ・18　・21

 ・18　・21

 ・18　・21

設計基準強度(N/mm2) 備　考

コンクリートの要求性能等による種類：　・図示　・　

コンクリートの種別：　※Ｉ類　・Ⅱ類

1.* ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

2.1 ｺﾝｸﾘｰﾄの種類

　２．コンクリートの種類及び品質

しっくいの下地：　※標準仕様書15.10.1による　・図示

しっくい：　・現場調合材料　・既調合材料(種類等;　　　　　　　　　　　　)

10.1 一般事項

10.2 材　料

10.3 調合及び塗厚 既調合しっくいの各層の塗厚：　※表15.10.1及び表15.10.2による　・図示

現場調合しっくいの各層の塗厚：　※表15.10.3及び表15.10.4による　・図示

　１０．しっくい塗り

10.4 工　法 既調合しっくいの上塗り仕上げ：　・なで切り仕上げ　・パターン仕上げ
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既製目地の形状寸法等：　・図示　・　

床の目地：　・設ける　・設けない

　工法：　※押し目地　・切り目地　・　

外壁タイル下地モルタルの接着力試験：　・行う　・行わない

3.5 工　法

◎薄付仕上塗材の施工箇所：　・図示　・　

材料の防火指定：　・無　・有（

工 法仕上げの形状種類（呼び名）

 ・外装薄塗材Ｓi

 ・可とう形外装

 　薄塗材Ｓi

 ・外装薄塗材Ｅ

 ・可とう形外装

 　薄塗材Ｅ

 ・砂壁状・ゆず肌状

 ・ゆず肌状・さざ波状

 吹付け

 ﾛｰﾗｰ塗り

 吹付け

 ﾛｰﾗｰ塗り

 吹付け

 ﾛｰﾗｰ塗り

 こて塗り

 吹付け

 ﾛｰﾗｰ塗り

 こて塗り

 ・砂壁状・ゆず肌状

 ・ゆず肌状・さざ波状

 ・ゆず肌状・さざ波状

 ・ゆず肌状・さざ波状

 ・砂壁状・ゆず肌状・着色骨材砂壁状

 ・平たん状・凹凸状・着色骨材砂壁状

 ・砂壁状・ゆず肌状

 ・平たん状・凹凸状

 ﾛｰﾗｰ塗り

 吹付け

 吹付け

 吹付け

 こて塗り

 ﾛｰﾗｰ塗り

 吹付け

 こて塗り

 ﾛｰﾗｰ塗り

 吹付け

 こて塗り

 ・ゆず肌状・さざ波状

 ・凹凸状

 ・砂壁状

 ・凹凸状

 ・平たん状・凹凸状

 ・砂壁状じゅらく・ゆず肌状

 ・ゆず肌状・さざ波状

 ・平たん状・凹凸状

 ・ゆず肌状・さざ波状

 ・京壁状じゅらく・ゆず肌状

 ・平たん状・凹凸状

 ・防水形外装薄塗材Ｅ

 ・外装薄塗材Ｓ

 ・内装薄塗材Ｃ

 ・内装薄塗材Ｌ

 ・内装薄塗材Ｓi

 ・内装薄塗材Ｅ

 ・内装薄塗材W

 ・内装薄塗材W(調湿形)

6.2 材　料

種類（呼び名） 仕上げの形状 工 法

◎厚付仕上塗材の施工箇所：　・図示　・　

材料の防火指定：　・無　・有（

 ・外装厚塗材Ｃ

 ・外装厚塗材Ｓi

 ・外装厚塗材Ｅ

 ・内装厚塗材Ｃ

 ・内装厚塗材Ｌ

 ・内装厚塗材Ｇ

 ・内装厚塗材Ｓi

 ・内装厚塗材Ｅ

種類（呼び名） 仕上げの形状 工 法

◎複層仕上塗材の施工箇所：　・図示　・　

材料の防火指定：　・無　・有（不燃認定品

 ・複層塗材ＣＥ

 ・複層塗材Ｓｉ

 ・複層塗材Ｅ

 ・複層塗材ＲＥ

 ・可とう形複層塗材ＣＥ

 吹付け

 吹付け

 吹付け

 吹付け

 吹付け

 吹付け

 吹付け

 ﾛｰﾗｰ塗り

 ﾛｰﾗｰ塗り

 ﾛｰﾗｰ塗り

 ﾛｰﾗｰ塗り

 ﾛｰﾗｰ塗り

 ・凸部処理・凹凸模様

 ・ゆず肌状

 ・凸部処理・凹凸模様

 ・ゆず肌状

 ・凸部処理・凹凸模様

 ・ゆず肌状

 こて塗り

 こて塗り

 こて塗り

 こて塗り

 こて塗り

 こて塗り

 ・吹放し・凸部処理

 ・平たん状・凹凸状・ひき起し・かき落し

 ・吹放し・凸部処理

 ・吹放し・凸部処理

 ・吹放し・凸部処理

 ・平たん状・凹凸状・ひき起し

 ・平たん状・凹凸状・ひき起し

 ・平たん状・凹凸状・ひき起し

 ・平たん状・凹凸状・ひき起し

 ・平たん状・凹凸状・ひき起し・かき落し

 ・平たん状・凹凸状・ひき起し・かき落し

 ・平たん状・凹凸状・ひき起し・かき落し

　６．仕上塗材仕上げ

通気工法ラス系下地の種類：　・二層下地　・単層下地　・図示

直張り工法ラス系下地の種類：　・ﾗｽﾓﾙﾀﾙ下地　・ﾗｽｼｰﾄﾓﾙﾀﾙ下地　・図示

ラス下地板の指定：　・耐力壁仕様　・防火構造　・準耐火構造　・図示

換気口部の措置：　※「公共建築木造工事標準仕様書/11.4.3施工」による　・図示

ラスシート下地の指定：　・耐力壁　・図示

2.4 ラス系下地

種　類 厚さ(mm) 施工箇所

12.5

15

20

18

2.5 せっこうボード

　　　その他のボード下地  ・GB-R

 ・GB-F

 ・木毛ｾﾒﾝﾄ板

 ・硬質木片ｾﾒﾝﾄ板

こまい下地の指定：　・耐力壁　・図示

木ずり用小幅板の樹種：　※杉(芯去り材)　・桧(芯去り材)　・　

2.6 こまい下地

2.7 木ずり下地

モルタル：　・現場調合材料　・既調合材料　

既製目地：　・適用　・不適用

3.2 材　料

　２．下　地

　３．モルタル塗り
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 ・複層塗材ＲＳ

 ・防水形複層塗材ＣＥ

 ・防水形複層塗材Ｅ

 ・防水形複層塗材ＲＳ

 ・防水形複層塗材ＲＥ

 吹付け

 吹付け

 ﾛｰﾗｰ塗り

 ﾛｰﾗｰ塗り

 ・凸部処理・凹凸模様

 ・ゆず肌状

 ・凸部処理・凹凸模様

 ・ゆず肌状

防水形の増塗材の適用：　・する　・しない

耐候性：　・耐候形3種　・　

上塗材樹脂：　・ｱｸﾘﾙ系　・ｼﾘｶ系　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系　・ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系　・ふっ素系　

上塗材外観：　・つやあり　・つやなし　・ﾒﾀﾘｯｸ　・　

上塗材溶媒：　・溶剤系　・弱溶剤系　・水系　・　

種別：　・A種　・B種7.2 材　料

　７．マスチック塗材塗り

A-02

　　特記仕様書（２）

作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名

1：200

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託

請負者の工事書類に基づき承諾
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章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項

A-03

　　特記仕様書（３）

◎硬質ポリ塩化ビニル管

　基床の厚さ：　・図示　・　

　基床の種類：　・図示　・　

　継手の種類：　※接着材　・ゴム輪　・　

排水桝の足掛け金物：　・φ22ｽﾃﾝﾚｽ製　・φ22防錆処理鋼製　・φ19合成樹脂被覆鋼製

縁石の形状・寸法：　・図示　・　

Ｌ形側溝の形状・寸法：　・図示　・　

Ｕ形側溝の形状・寸法：　・図示　・　

Ｕ形側溝の蓋の形状・寸法：　・図示　・　

ｺﾝｸﾘｰﾄの種別：　※無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ　・図示　・　

ｺﾝｸﾘｰﾄの材料強度：　※18N/mm2　・21N/mm2　・図示　・　

地業の材料：　・砂利地業【・再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ　・切込砕石　・切込砂利　】

砂利地業の厚み：　※100mm　・図示　・　

地業の材料：　・砂地業【・山砂　・川砂　・砕砂　】

砂地業の厚み：　※100mm　・図示　・　

3.1 材　料

　３．街きょ、縁石及び側溝

排水管材種：　・遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管　・硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管【・VP　・VU】

　　　　　　　・ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ3層管(RS-VU)

　　　　　　　・排水用硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管継手(DV)

　　　　　　　・屋外排水設備用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管継手(VU継手)　・図示　

管径：　・図示　・　

側溝（形状・寸法）：　・図示　・　

側塊（形状・寸法）：　・図示　・　

2.1 材　料

現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄの種類：　※普通ｺﾝｸﾘｰﾄ(Fc=18N/mm2、ｽﾗﾝﾌﾟ;･15cm･18cm)　・図示

現場打ち鉄筋の種類：　※SD295A　・図示

◎桝蓋

　材質：　・図示　・鋳鉄製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　・鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　・ｽﾃﾝﾚｽ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

　　　　　・ｺﾝｸﾘｰﾄ製　・鋳鉄製　・　

　種別：　・図示　・ﾏﾝﾎｰﾙ蓋　・床化粧ﾏﾝﾎｰﾙ蓋　・格子蓋　・　

　種類：　・図示　・水封型　・簡易密閉型　・密閉型　・　

　適用荷重：　・図示　・歩行用　・T-2　・T-6　・T-14　・T-20　・T-25

　メインバーピッチ等：　・図示　・普通目　・細目／ﾌﾟﾚｰﾝ　・細目／ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

排水桝（形状・寸法）：　・図示　・現場打ち角型；600x600　・ｺﾝｸﾘｰﾄ既製桝；300x300　・　

　２．屋外雨水排水

◎遠心力鉄筋コンクリート管

　基床の厚さ：　・図示　・　

　基床の種類：　・図示　・　

◎側溝グレーチング

　適用荷重：　・図示　・歩行用　・T-2　・T-6　・T-14　・T-20　・T-25

　メインバーピッチ等：　・図示　・普通目　・細目／ﾌﾟﾚｰﾝ　・細目／ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

地業の材料：　・砂利地業【・再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ　・切込砕石　・切込砂利　】

地業の材料：　・砂地業【・山砂　・川砂　・砕砂　】

　砂のふるい分け試験：　・適用する　・適用しない

埋戻し材料：　・A種　※B種　・C種　・D種

盛土地盤等の施工法：　・図示　・　

継手の工法：　・図示　・　

2.2 施　工

　材質：　・図示　・鋼製　・ｽﾃﾝﾚｽ製　・　
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凍上抑制層の適用：　・適用しない　・適用する

　厚さ：　・車道部　　mm　・歩道部　　mm

透水性舗装のフィルター層の適用：　・適用しない　・適用する

　厚さ：　・車道部　　mm　・歩道部　　mm

路床安定処理の適用：　・適用しない　・適用する

　方法：　・添加材による処理　・図示　・　

盛土の材料：　※表3.2.1による(・A種　・B種　・C種　・D種)　・図示

路床安定処理用添加材料：　・普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　・高炉ｾﾒﾝﾄB種　・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄ

　　　　　　　　　　　　　・生石灰【・特号　・1号】　・消石灰【・特号　・1号】

透水性舗装のフィルター：　・図示　・　

路床土のＣＢＲ試験：　・行わない　・行う【・乱した土　・乱さない土】

路床締固め度試験：　・行う　・行わない

現場ＣＢＲ試験：　・行わない　・行う

2.2 路床の構成及び仕上り

2.3 材　料

2.5 試　験

歩道部の路盤の厚さ：　・図示　・　

車道部の路盤の厚さ：　・図示　・　

3.2 路盤の厚さ及び仕上り

3.3 材　料 路盤の材料：　・砕石【・ｸﾗｯｼｬﾗﾝ　・粒度調整砕石】　・再生材【・ｸﾗｯｼｬﾗﾝ　・粒度調整砕石】

　　　　　　　・ｸﾗｯｼｬﾗﾝ鉄鋼ｽﾗｸﾞ　・　

4.2 舗装の構成及び仕上り 舗装の構成及び厚さ：　・図示　・　

車道部の基層の適用：　・適用しない　・適用する

舗装の平坦性：　※通行の支障となる水たまりがない程度　・水の滞留がない平滑性

再生アスファルトの種類：　・60～80　・80～100　

加熱アスファルト混合物等の種類：

表層：　・密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物　・細粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

アスファルト混合物の抽出試験：　・行う　・行わない

4.3 材　料

4.4 配合その他

4.6 試　験

　２．路　床

　３．路　盤

　４．アスファルト舗装

◎車道部

　カラー舗装の種類：　・加熱系【・ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物　・石油樹脂系混合物】　・図示

　　　　　　　　　　　・常温系【・ﾆｰﾄ工法　・塗布工法】　・図示

　常温系カラー舗装の下部：　・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装　・ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

　結合材による種類：　・図示　・　　

　車道部の基層の適用：　・適用しない　・適用する

6.2 舗装の構成及び仕上り

コンクリート平板舗装の目地材：　※砂　・ﾓﾙﾀﾙ

舗石舗装の基層及び厚さ：　・ｺﾝｸﾘｰﾄ版【厚さ：　※70mm　・図示　・　】

　　　　　　　　　　　　　・ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物【厚さ：　※50mm　・図示　・　】

舗石舗装のクッション材：　※砂　・空練モルタル　・図示

舗装仕上り面の平坦性：　・図示　※3mm　・1.5mm　

コンクリート平板舗装の種類／寸法：　※N300　・　

舗石の種類／寸法：　※２等品　・　

8.2 舗装の構成及び仕上り

8.3 材　料

種別（通路）：　※A種　・B種

種別（建物周囲）：　・A種　※B種

9.2 材　料

2.2 植栽基盤一般 有効土層として整備する面積／厚さ：　※表23.2.1による　・図示

基盤浸透水排水施設の設置：　・設置する　・設置しない

　排水施設：　・図示　・暗渠　・開渠　・排水層　・縦穴排水　・　　

植栽基盤整備工法（樹木）：　※A種　・B種　・C種　・D種

植栽基盤整備工法（芝、地被類）：　・A種　※B種　・C種　・D種

土壌改良の適用：　・適用する　・適用しない

植込み用土：　・現場発生の良質土　・客土

土壌改良材：　・ﾊﾞｰｸ堆肥　・発酵下水汚泥ｺﾝﾎﾟｽﾄ　・　

　バーク堆肥の場合の緩効性肥料の適用：　・適用しない　・適用する；

2.3 材　料

樹木の樹種／寸法／株立ち数等：　・図示　・　

支柱材：　※丸太【・杉　・桧　・松　・　　】　・竹

幹巻き用材料：　※幹巻き用ﾃｰﾌﾟ　・わら及びこも

支柱の工法：　・図示　・添え柱形　・鳥居形　・八掛形　・　

補償期間：　※引渡しの日から１年　・　

3.2 材　料

3.3 新植の工法

3.4 新植樹木の枯補償

　支柱材の防腐処理方法：　※加圧式防腐処理　・焼き丸太処理　・　

3.6 移植樹木の枯損処置

芝の種類：　※ｺｳﾗｲｼﾊﾞ　・ﾉｼﾊﾞ　・　

吹付けは種用種子の種類／量：　※洋芝類（　　g/m2）　・図示　・　　

地被類の樹種／芽立数／コンテナ径／コンテナ数：　・図示　・　　

芝張りの工法（平地）：　※目地張り　・べた張り

芝張りの工法（法面）：　・目地張り　※べた張り

4.2 材　料

4.3 芝張りの工法

4.7 芝張り***の枯補償 補償期間：　※引渡しの日から１年　・

補償期間：　※同等のものを再植樹、及び撤去樹木等の処分　・図示　

　６．カラー舗装

　８．ブロック系舗装

　９．砂利敷き

　２．植栽基盤

　３．植　樹

　４．芝張り、吹付けは種及び地被類
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◎歩道部

　カラー舗装の種類：　・加熱系【・ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物　・石油樹脂系混合物】　・図示

　　　　　　　　　　　・常温系【・ﾆｰﾄ工法　・塗布工法】　・図示

　常温系カラー舗装の下部：　・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装　・ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

　結合材による種類：　・図示　・　　

　車道部の基層の適用：　・適用しない　・適用する

6.3 材　料

6.4 配合その他

添加骨材：　・着色骨材；　　　　　・自然石；　

石油樹脂系顔料の添加量：　・製造所仕様による　・図示　・　

ニート工法の配合：　・製造所仕様による　・図示　・　

塗布工法の配合：　・製造所仕様による　・図示　・　

舗装の厚さ：　・車道部【・50mm　・　　】　・歩道部【・30mm　・　　】

舗装の平坦性：　※著しい不陸がない程度　・水の滞留がない平滑性

アスファルトの種類（車道部）：　・図示　※ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅠ型　・ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡ型　・　

アスファルトの種類（歩道部）：　・図示　※ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ

7.2 舗装の構成及び仕上り

　７．透水性アスファルト舗装

　

作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名

1：200

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託

設

 1．テニスコート種別

 2. テニスコート路盤材

 3. テニスコート基層

 ・ ハードコート　　・ 砂入り人工芝コート　　・クレーコート　　・ 天然芝コート

 ・ クラッシャーラン（Ｃ－40）

 ・ 開粒度アスコン

 4. テニスコート表層  ・ 人工芝 芝色：　・ 緑色濃淡　　・青色濃淡

 砂 ：　粒度調整特殊珪砂 ＋ パステルサンド

バッキング：　ＳＢＲラテックス

基布：　ポリプロピレン平織布（環境配慮型）

太さ(dtx)：　11,000 dtx 以上

厚み(μm)：　110μm　以上

芝パイル素材：　超耐久性ポリエチレン

 5. テニスコート付帯設備  ・ ネットポスト：　図示　アルミ製ポスト【別途備品】用ケーシング（アルミ製）

 　　　　　　　　　※ 採用ポスト製品を予め監督員の承諾を得てケーシングを選択すること

 ・ テニスネット：　図示　ポリエチレン製（黒色）【別途備品】

 ・ 審判台：　図示　アルミ製　車輪付き H1850 【別途備品】

 ・ ベンチ：　図示　アルミ製　W1700 【別途備品】

 6. 囲障  ・ 防球フェンス：　図示　鋼管柱（Ｈ５ｍ　Ｈ１０ｍ）　全面金網フェンス張り

 　　　　　　　　（朝日スチール工業(株)　Ｓ・Ｐ防球フェンス　着色仕様 同等品）

 ・ 防球フェンス門扉：　図示　スチールネットフェンス（Ｈ３ｍ　Ｈ２ｍ）

 　　　　　　　　　　（朝日スチール工業(株)　Ｓ・Ｐ防球フェンス　着色仕様 同等品）

 ・ 防風・防砂ネット：　ポリエステル１㎜目　防炎タイプ　Ｈ2.0ｍ（防球フェンス面へ装着）　　

 ・ 観覧席フェンス：　図示　スチールメッシュフェンスH1200　テニスコート用

 　　　　　　　　（朝日スチール工業(株)　ＵＮフェンス（UN-GR1200-40 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾀｲﾌﾟ 同等品）

　　　　　　　　　　　※防球フェンスの柱本体及び基礎強度は、防風・防砂ネットを装着した風圧強度を
　　　　　　　　　　　　満たしたものとすること

100

40㎜

 ※ 全天候型テニスコートの舗装及び人工芝等の仕様は、メーカーの責任、管理のもと施工を行うものとし、

 　 施工完了時の試験検査を実施し報告書を提出すること。

 　 また、付帯施設を含め保守管理の要領書を提出とする。



作成年月日 28 日月年令和

事 業 者 名

会 社 名

縮 尺

図 面 名

韮 崎 市

株 式 会 社 馬 場 設 計

号図 番

工 事 名

面1：200

計 画 平 面 図

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託

※A3判の縮尺は表示の2分の1とする。

韮崎市本町四丁目9番2号 地内

計画平面図 縮尺=1:200(A1)

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託
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147

148 149 150 151 152 153 154
155

156 157 158 159
160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205
206

207
208

209

210 211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

c

As

M

インターロッキング

工事中 工事中

縞鋼板

縞鋼板

c

審判台 審判台 審判台 審判台

340.88

340.38

340.87

340.32

340.26

340.12

340.79

340.14

340.74

340.13

340.62

340.66

340.73

340.71

342.24

341.58

341.66

342.18

342.06

341.76

342.24

340.69

341.09

341.05

341.07

341.03

340.40 340.41

340.44

340.45

344.35

343.73

341.07

340.51

343.30

341.11

340.55

340.43

340.87

340.85

340.46

340.94

341.12

341.02

340.54

342.48

342.52

340.79

340.79

340.78
342.62

342.61

341.01
341.00

340.86

340.73

340.73340.74

340.18 340.19

340.69

340.64

340.67

340.67

340.68

340.67

340.89

340.68

340.24

340.91

340.93

342.47

340.89

340.72

340.97

340.93

340.75 340.74

340.74

340.50

340.94

340.93

340.99

341.07
341.05

340.82

340.86

340.82

340.47

340.96

340.97

340.93

340.72 341.01

341.09

340.56

341.08
341.04

340.83

341.15

341.12

341.10

341.10

340.86

341.20

341.10

341.01

340.57

341.28 341.03

340.63

340.50
340.62

340.99

c

c

c

総合体育館

c c

2B2

2T1

2

2T13

2T14

2T19

340.96

340.88

格納箱E

NO.0

NO.0+9.00

NO.0+24.00

NO.0+34.00

NO.0+45.00

NO.0+9.00L5.5

NO.0+34.00L5.5

NO.0+9.00R6.5

NO.0+34.00R6.5

NO.0+45.00R40

T.1

T.2

T.3

T.4

歩車道境界ブロック A L=92.30m

歩
車

道
境

界
ブ

ロ
ッ

ク
C

L
=
4
4
.
8
0
m

歩
車

道
境

界
ブ

ロ
ッ

ク
A

L
=
4
4
.
8
0
m

地
先

境
界

ブ
ロ

ッ
ク

1
2
0
*
1
2
0
*
6
0
0

L
=
4
1
.
8
0
m

現場打コンクリート擁壁 B=150 N=1:0.20 H=520 L=40.9m現場打コンクリート擁壁 B=150 N=1:0.20 H=520 L=46.9m
地先境界ブロック 150*150*600 L=4.80m

ア スフ ァ ルト 舗 装 ( A = 5 5 5 . 8 m 2 )

透 水性 舗 装 ( A = 3 6 6 . 0 m 2 )

車 止 め ( 横 型 )

H = 6 5 0 , L = 1 5 0 0

車 止 め ( 横 型 )

H = 6 5 0 , L = 2 0 0 0

6 . 0 7 5 1 0 . 9 7 0

91,000

6 . 0 0 0 1 0 . 9 7 0 6 . 0 0 0 1 0 . 9 7 0 6 . 0 0 0 1 0 . 9 7 0 6 . 0 0 0 1 0 . 9 7 0 6 . 0 7 58
.
1
1
5

2
3
.
7
7
0

8
.
1
1
5

A - 0 4



NO.0

DL=335.000

FH=
GH=340.85

c c As

作成年月日 28 日月年令和

事 業 者 名

会 社 名

縮 尺

図 面 名

韮　　崎　　市

株 式 会 社 　 馬 場 設 計

号図 番

工 事 名

面1：200

横 断 図

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託

※A3判の縮尺は表示の2分の1とする。

NO.0+9.00

GH=340.82
FH=341.125

DL=335.000

L
=
9
.
0
0
0

As

R=6.500m
TH=340.937m

L=5.500m
TH=340.670m

As

NO.0+24.00

DL=335.000

FH=341.200
GH=342.67

L
=
1
5
.
0
0
0

As As

1.500%

1.500%

4000 91700 11932

4000 91700 12031

t= 1.9cm
t= 5  cm
t=15  cm

t= 1.9cm
t= 5  cm
t=15  cmSP防球フェンス

地先境界ブロック

SP防球フェンス
地先境界ブロック

SP防球フェンス
地先境界ブロック

SP防球フェンス
地先境界ブロック

1.500%

1.500%

透水性舗装
表　　層：開粒度ASC  　　　　　　　t= 4cm
路　　盤：再生クラッシャラン RC-40 t=10cm
ﾌｨﾙﾀｰ層 ：　砂　　　　　　　　　　 t=10cm
　　　　　不織布

アスファルト舗装
表　　層：再生密粒度ASC  　　　　　t= 4cm
路　　盤：再生クラッシャラン RC-40 t=20cm

透水性舗装
表　　層：開粒度ASC  　　　　　　　t= 4cm
路　　盤：再生クラッシャラン RC-40 t=10cm
ﾌｨﾙﾀｰ層 ：　砂　　　　　　　　　　 t=10cm
　　　　　不織布

アスファルト舗装
表　　層：再生密粒度ASC  　　　　　t= 4cm
路　　盤：再生クラッシャラン RC-40 t=20cm

掘 　　 削 :

路 床盛 土 :

 7 . 5

1 2 . 9

歩 車道 境 界ブ ロ ック

A  片 面

地 先境 界 ブロ ッ ク

1 2 0 * 1 2 0 * 6 0 0

歩 車道 境 界ブ ロ ック

A  片 面

地 先境 界 ブロ ッ ク

1 2 0 * 1 2 0 * 6 0 0

歩 車 道境 界 ブロ ッ ク

C  片面

歩 車 道境 界 ブロ ッ ク

C  片面

掘 　　 削 :

路 床盛 土 :

1 1 . 0

1 3 . 7

( N O . 0 + 1 3 . 3 0 ～ N O . 0 + 2 9 . 4 0  L = 1 6 . 1 0 m )

( N O . 0 + 4 . 3 0 ～ N O . 0 + 1 3 . 3 0  L = 9 . 0 0 m )

A  -  0 5



NO.0+34.00

DL=335.000

FH=341.150
GH=341.05

L
=
1
0
.
0
0
0

As As

R=6.500m
TH=341.055m

L=5.500m
TH=340.882m

作成年月日 28 日月年令和

事 業 者 名

会 社 名

縮 尺

図 面 名

韮　　崎　　市

株 式 会 社 　 馬 場 設 計

号図 番

工 事 名

面1：200

横 断 図

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託

※A3判の縮尺は表示の2分の1とする。

NO.0+45.00

DL=335.000

FH=
GH=341.09

L
=
1
1
.
0
0
0

As

As

R=40.000m
TH=341.089m

DL=335.000

FH=
GH=340.85

BNO.0

As

NO.0+24.00

NO.0+45.00NO.0+34.00NO.0+9.00

1.500%

0.402%

1.500%
観覧席・本部エリア 0.500% 0.500%

4000 91700 11871

t= 1.9cm
t= 5  cm
t=15  cmSP防球フェンス

地先境界ブロック

SP防球フェンス
地先境界ブロック

341.07 341.125 341.200 341.150 341.100

92150
S
P
フ
ェ
ン
ス
基
礎
外
側

S
P
フ
ェ
ン
ス
基
礎
外
側

1.059% 歩車道境界ブロックA種　片面

歩車道境界ブロック
A 片面

1.500%

アスファルト舗装
表　　層：再生密粒度ASC  　　　　　t= 4cm
路　　盤：再生クラッシャラン RC-40 t=20cm

透水性舗装
表　　層：開粒度ASC  　　　　　　　t= 4cm
路　　盤：再生クラッシャラン RC-40 t=10cm
ﾌｨﾙﾀｰ層 ：　砂　　　　　　　　　　 t=10cm
　　　　　不織布

透水性舗装
表　　層：開粒度ASC  　　　　　　　t= 4cm
路　　盤：再生クラッシャラン RC-40 t=10cm
ﾌｨﾙﾀｰ層 ：　砂　　　　　　　　　　 t=10cm
　　　　　不織布

アスファルト舗装
表　　層：再生密粒度ASC  　　　　　t= 4cm
路　　盤：再生クラッシャラン RC-40 t=20cm

透水性舗装
表　　層：開粒度ASC  　　　　　　　t= 4cm
路　　盤：再生クラッシャラン RC-40 t=10cm
ﾌｨﾙﾀｰ層 ：　砂　　　　　　　　　　 t=10cm
　　　　　不織布

1
:
0
.
2

歩 車 道境 界 ブロ ッ ク

C  片面

歩 車道 境 界ブ ロ ック

A  片 面

地 先境 界 ブロ ッ ク

1 2 0 * 1 2 0 * 6 0 0

掘 　　 削 :

路 床盛 土 :

 5 . 7

 8 . 4

( N O . 0 + 2 9 . 4 0 ～ N O . 0 + 4 4 . 3 5  L = 1 4 . 9 5 m )

A  -  0 6



構 造 図 S=1/20(A1)

車止め H=650,W=1500

項　　目 規格・寸法 単位 数　　量 備　　考

基礎コンクリート 18-8-25 0.031m3

材 料 表 1.0箇所当り

基礎型枠 0.500m2

基礎砕石 0.125m2

車止め(ステンレス)
φ60.5
H=650,W=1500

1.00 個 差込(フタ付)

歩車道境界ブロックA 標準

150 600

50 170 50

270

1
0
0

2
0
0

歩車道境界ブロックA 標準

基礎砕石
RC-40

敷モルタル

地先境界ブロック

600120

1
0
0
1
2
0

地先境界ブロック
120*120*600

敷モルタル

基礎砕石
RC-40

項　　目 規格・寸法 単位 数　　量 備　　考

材 料 表 10.0m当り

基礎砕石 2.700m2

歩車道境界ブロック A 標準 16.67 個 45kg/個

項　　目 規格・寸法 単位 数　　量 備　　考

材 料 表 10.0m当り

基礎砕石 2.200m2

地先境界ブロック 120*120*600 16.67 個 21kg/個

50 120 50

220

D:0.1,R:0.1

D:0.1,R:0.1

歩車道境界ブロックC 標準

180 600

50 210 50

310

1
0
0

3
0
0

歩車道境界ブロックC 標準

基礎砕石
RC-40

敷モルタル

項　　目 規格・寸法 単位 数　　量 備　　考

材 料 表 10.0m当り

基礎砕石 3.100m2

歩車道境界ブロック C 標準 16.67 個 84kg/個

D:0.1,R:0.1

車止め H=650,W=2000

項　　目 規格・寸法 単位 数　　量 備　　考

基礎コンクリート 18-8-25 0.031m3

材 料 表 1.0箇所当り

基礎型枠 0.500m2

基礎砕石 0.125m2

車止め(ステンレス)
φ60.5
H=650,W=2000

1.00 個 差込(フタ付)

1500

2000

2
5
0

6
5
0

2
5
0

6
5
0

2
5
0

6
5
0

2
5
0

6
5
0

車止めφ60.5(ステンレス)
H=650,L=2000

車止めφ60.5(ステンレス)
H=650,L=1500

5
0

5
0

5
0

5
0

□250 □250

□250 □250

基礎コンクリート
18-8-25

基礎砕石
RC-40

RC-40 t=50mm

RC-40 t=50mm

表　　層：

路　　盤：

路　　盤：

ﾌｨﾙﾀｰ層：

表　　層：再生密粒度ASC

再生クラッシャラン

再生クラッシャラン

砂

開粒度ASC

RC-40

RC-40

cm

cm

cm

cm

cm4

20

10

10

4t=

t=

t=

t=

t=

不織布

透水性舗装アスファルト舗装

舗装構成 S=1/5(A1)

作成年月日 28 日月年令和

事 業 者 名

会 社 名

縮 尺

図 面 名

韮　　崎　　市

株 式 会 社 　 馬 場 設 計

号図 番

工 事 名

面1：200

構 造 図

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託

※A3判の縮尺は表示の2分の1とする。

地先境界ブロック

600150

1
0
0

1
5
0

地先境界ブロック
150*150*600

敷モルタル

基礎砕石
RC-40

項　　目 規格・寸法 単位 数　　量 備　　考

材 料 表 10.0m当り

基礎砕石 2.500m2

地先境界ブロック 150*150*600 16.67 個 26kg/個

50 150 50

250

D:0.1,R:0.1

1 5 0

5 0 2 5 4 5 0

3 5 4

5
2
0

1
0
0

1
:
0
.
2

現場打コンクリート擁壁

項　　目 規格・寸法 単位 数　　量 備　　考

材 料 表 10.0m当り

型枠 10.503m2

コンクリート 18-8-40 1.050m3

基礎砕石 3.540m2RC-40 t=100mm基 礎 砕石

R C - 4 0

コ ン クリ ー ト

1 8 - 8 - 4 0

・ 1 0 m 間 隔以 下 に目 地 材を 設 置す る こと

・ 目 地 材は 瀝 青質 板 1 0 m m も しく は これ と 同等 以 上の 材 料 を使 用 する こ と

・ 天 端 は面 取 りを 1 0 m m * 1 0 m m 程 度 行う こ と

・ 設 置 位置 (高 ) は F H = 3 4 1 . 0 9 m を標 準 とし 、 テニ ス コー ト 造成 に 応じ て 合わ せ るこ と

D:0.1,R:0.1

RC-40 t=100mm

RC-40 t=100mm

RC-40 t=100mm

RC-40 t=100mm

基礎コンクリート
18-8-25

基礎砕石
RC-40

3
0

3
0

テ ニ スコ ート 造 成面 テ ニス コー ト造 成 面

テニ スコ ート 造 成面

3
0

テニ スコ ート 造成 面

A  -  0 7



作成年月日 28 日月年令和

事 業 者 名

会 社 名

縮 尺

図 面 名

韮　　崎　　市

株 式 会 社 　 馬 場 設 計

号図 番

工 事 名

面1：200

韮崎市本町四丁目9番2号　地内

撤 去 平 面 図

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託

※A3判の縮尺は表示の2分の1とする。

韮崎市本町四丁目9番2号　地内

撤去平面図 縮尺=1:200(A1)

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託

立　　木

切　　株

バルブ

汚

汚

汚 汚

汚

汚

止

止

制

制

制

散

不凍栓

蛇口

ベンチ

蛇口

バルブ

花壇 花壇 花壇 花壇 花壇 花壇 花壇 花壇 花壇 花壇 花壇電気

ベンチ
止

電気

蛇口

水飲み場

バルブ

バルブ

ベンチ

ベンチ

ベンチ

ベンチ

ベンチ

ベンチ

ベンチ

倉庫
物置

ベンチ ベンチ

ベンチ ベンチ ベンチベンチ ベンチ制

散水栓

ベンチベンチベンチベンチベンチベンチ

ベンチ

ベンチ

ベンチ

ベンチ ベンチ

ベンチ

ベンチ

ベンチ

物置

倉庫

椅子 椅子

NTT 東幹左3 右4東電　下宿123

テニスコート
(人工芝)

テニスコート
(グランド)

g

g

g

g

g

g

g
g

g

g

g

g

g

g
g

g

As

As

As

As

As

As

As

As

As

g

g

g

c

c

c

c

c

インターロッキング

c

c

c

トイレ

1

2

3

4567891011121314151617181920212223242526272829303132333435363738394041424344

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73
74

75

76

77

78

79

80

81
82

83
84

85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100 101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 111 112 113 114 115 116 117 118 119 120 121 122 123 124 125 126 127 128 129 130 131 132 133 134 135 136 137 138 139 140 141 142
143

144 145 146
147

148 149 150 151 152 153 154
155

156 157 158 159
160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205
206

207
208

209

210 211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

c
As

M

インターロッキング

工事中 工事中

縞鋼板

縞鋼板

c

審判台 審判台 審判台 審判台

c

c

c

総合体育館

c c

格納箱E

インターロッキング
インターロッキング

インターロッキング

アスファルト切断 t=4cm L=20.1m

アスファルト切断
t=4cm L=6.8m

コンクリート撤去①

L=208.0m
A=0.03m2

鉄筋

コンクリート撤去②

L=37.0m
A=0.16m2

無筋

コンクリート撤去③

L=2.8m
A=0.04m2

無筋

コンクリート撤去④

L=35.8m
A=0.86m2

無筋

コンクリート撤去⑤

L=274.5m
A=0.08m2

無筋

コンクリート撤去⑥

L=135.5m
A=0.30m2

無筋

コンクリート撤去⑦

L=135.4m
A=0.36m2

無筋

コンクリート撤去⑧

L=39.0m
A=0.42m2

無筋

コンクリート撤去⑨

L=128.3m
A=0.05m2

無筋

V=6.2m3 V=5.9m3 V=0.1m3 V=30.8m3 V=22.0m3 V=40.7m3

V=48.7m3 V=16.4m3 V=6.4m3

アスファルト舗装撤去(t=4cm)
A=326.6m2

コンクリート撤去⑩
A=48.0m2
t=0.5m
V=24.0m3

人 工 芝 撤 去
A = 1 5 5 8 . 5 m 2

コンクリート撤去①

コンクリート撤去①

コンクリート撤去①

コンクリート撤去③

コンクリート撤去②

コンクリート撤去④

コンクリート撤去④

コンクリート撤去⑤

コンクリート撤去⑥

コンクリート撤去⑦

コンクリート撤去⑧

コンクリート撤去⑨

撤去工

コンクリート撤去(鉄筋)

コンクリート撤去(無筋)

アスファルト撤去

運搬処理(鉄筋コンクリート)

運搬処理(無筋コンクリート)

運搬処理(アスファルト)

5.9+0.1+30.8+22.0+40.7+48.7+16.4+6.4+24.0

326.6 x 0.04 + 1558.5 x 0.05

=

=

6.2

195.0

1885.1

90.99

m3

m3

m2

m3

6.2

195.0

m3

m3

樹木撤去(伐採・除根・処分)

施設撤去・処分 1.0 式

1.0 式

舗装切断(アスファルト) 20.1+6.8 = 26.9 mt=4cm

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

cm

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

樹種

きり

きり

とうかえで

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

広葉樹

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

広葉樹

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

広葉樹

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

広葉樹

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

くわ

かいづかいぶき

かいづかいぶき

広葉樹

かいづかいぶき

広葉樹

かいづかいぶき

かいづかいぶき

広葉樹

かいづかいぶき

広葉樹

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

広葉樹

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

かいづかいぶき

しらかし

しらかし

しらかし

しらかし

しらかし

しらかし

しらかし

しらかし

しらかし

しらかし

しらかし

しらかし

しらかし

しらかし

めたせこいあ

めたせこいあ

めたせこいあ

めたせこいあ

めたせこいあ

めたせこいあ

めたせこいあ

めたせこいあ

めたせこいあ

めたせこいあ

めたせこいあ

めたせこいあ

さくら

さくら

さくら

さくら

さくら

さくら

さくら

さくら

さくら

さくら

さくら

樹高

2000

2000

1200

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

600

600

600

0

600

600

600

600

600

600

600

600

600

600

600

600

600

600

600

600

600

600

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

600

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

300

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

500

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

500

800

800

800

800

800

800

800

800

800

300

800

800

800

800

800

800

500

800

800

800

800

0

600

0

600

600

0

600

0

600

0

600

0

600

0

600

600

0

600

0

600

0

600

0

600

0

600

0

600

0

0

0

500

500

500

500

500

500

500

500

500

500

500

500

500

500

3000

3000

3000

3000

3000

3000

3000

3000

3000

3000

3000

3000

700

700

250

700

700

700

700

700

700

700

400

胸高直径

cm

100

100

35

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

25

25

25

20

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

10

25

25

25

25

25

25

25

25

25

12

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

14

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

18

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

10

25

25

12

25

20

25

25

12

25

8

25

25

25

25

25

25

8

25

25

25

25

20

25

20

25

25

20

25

20

25

20

25

20

25

20

25

25

20

25

20

25

20

25

20

25

20

25

20

25

20

20

20

30

30

30

30

30

30

30

30

25

25

25

25

25

25

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

50

50

30

50

50

50

50

50

50

50

40

葉張り

cm

1000

1000

1500

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

300

300

300

0

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

200

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

500

300

300

600

300

600

300

300

600

300

250

300

300

300

300

300

300

200

300

300

300

300

0

300

0

300

300

0

300

0

300

0

300

0

300

0

300

300

0

300

0

300

0

300

0

300

0

300

0

300

0

0

0

600

600

600

600

600

600

600

600

600

600

600

600

600

600

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

800

500

500

0

500

500

500

500

500

500

500

350

cm
番号 樹種

樹高 胸高直径

cm

葉張り

cmcm

：コンクリート撤去①

：コンクリート撤去②

：コンクリート撤去③

：コンクリート撤去④

：コンクリート撤去⑤

：施設撤去(フェンス等)

：施設撤去(その他)

凡 例

：コンクリート撤去⑥

：コンクリート撤去⑩

：コンクリート撤去⑦

：コンクリート撤去⑧

：コンクリート撤去⑨

：アスファルト舗装撤去

：樹木伐採・除根・処分

コンクリート撤去①

樹木撤去一覧表

樹木凡例

ア ス フ ァ ル ト 舗 装 撤 去
A = 1 5 5 8 . 5 m 2

人工芝撤去 m21558.5

326.6 + 1558.5

A  -  0 8



341.10

340.99

340.73
340.96
341.13341.13

340.67

340.94

340.64

341.07

341.20

341.15

341.02
管理通路

管
理

通
路

D

D

B

B

CC

本部席エリア

6,075 10,970 6,000 10,970 6,000 10,970 6,000 10,970 6,000 10,970 6,075

AA

外周側溝 U-240 (ｾｰﾌﾃｨｰｶﾊﾞｰ掛け) 

PC製水飲み(5口)
照明制御盤

器具庫
器具庫

(水飲栓×4、足洗×1）

照明設備（外灯型）片開き門扉
H2.0m×W1.0m

340.94
341.10

計画高

現況高

凡 例

341.15

名　称

テニスコート整備工数量表

仕 様 ・ 摘 要 数  量単位

砂入り人工芝舗装工：砂入り人工芝 （ｻﾝﾄﾞｸﾞﾗｽ T19 EGT 同等品） 式舗 装 工

両開き門扉H3.0m×W4.0m
両開き門扉

H3.0m×W3.0m

両開き門扉H3.0m×W4.0m

片開き門扉

片開き門扉
H1.2m×W1.0m

外周側溝 U-240 (ｾｰﾌﾃｨｰｶﾊﾞｰ掛け) 

転落防止柵H1.2m 

(点灯操作スイッチ）転落防止柵H1.2m 器具庫エリア

器具庫エリア

階段設置

階段設置

階段設置

砂入り人工芝舗装：充填砂 共
（下地：ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装+路盤材）

91,000

8
,1

1
5

2
3
,7

7
0

8
,1

1
5

H10m防球ﾌｪﾝｽ/下部1.8m防風ﾈｯﾄ

H10m防球ﾌｪﾝｽ

340.94
341.10

341.10

340.94
341.07

341.09
341.10341.10

341.07

340.73

340.85
341.07

341.10

341.20341.20
341.20

1

排 水 工 排水溝工（U-240） / 集水桝工（□450/φ150）・排水管工（VP-100/150） 

付帯施設工 ﾈｯﾄﾎﾟｽﾄ基礎設置工・ｾﾝﾀｰ金具設置工

式 1

式 1

観覧席工 式 1

式 1

観覧席工（ｺﾝｸﾘｰﾄ段床 / 前面通路 共）

本部席・器具庫
ｴﾘｱ工

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装（路盤材 共）・階段設置工（ｺﾝｸﾘｰﾄ）・物置設置工
水飲み設置工（PC製5口：足洗×1 共）

囲 障 工 防球ﾌｪﾝｽ設置工（H5m / H10m）・転落防止柵設置工（H1.2m）
門扉設置工（両開き・片開き）

式 1

N

観覧席観覧席

作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名

1：200

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託

計 画 概 要 図  S=1/200

H5m防球ﾌｪﾝｽ/下部1.8m防風ﾈｯﾄ

H5m防球ﾌｪﾝｽ

計 画 概 要 図

人工芝張

人工芝張

人工芝張

A-09

人工芝張工 （ﾄﾞﾘｰﾑﾀｰﾌ HG 2030NS 同等品）



341.10

340.99

340.73

340.67

340.64

341.20

341.02
管理通路

管
理

通
路

本部席エリア

6,075 10,970 6,000 10,970 6,000 10,970 6,000 10,970 6,000 10,970 6,075

340.94
341.10

計画高

現況高

凡 例

91,000

8
,1

1
5

2
3
,7

7
0

8
,1

1
5

340.94
341.10

341.10

340.94
341.07

341.09
341.10341.10

341.07

340.73

340.85
341.07

341.10

341.20341.20
341.20

砂入り人工芝舗装   A= 3,578.5 m2

名　称 仕 様 ・ 摘 要 数  量単位

砂入り人工芝舗装工 （ｻﾝﾄﾞｸﾞﾗｽ T19 EGT 同等品） 3,578.5充填砂 共 m2舗 装 工

5
0

開粒度Asｺﾝ(13mm top) t=50mm

ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ C-40 t=150mm

Asｺﾝ天端 仕上高=人工芝天端

1
5
0

S=1/10舗装断面図

項  目

パ

イ

ル

素 材

製 法 (形 状)

長 (丈)

繊 度 / 密 度

肉 厚

基布素材

バッキング材質

ライン

ジョイントテープ

接着剤

充填目砂

仕　様

超耐久配合バイオベースポリエチレン

微細網目スプリットヤーン

19mm (±1mm)

繊度11,100dtex(±10％)

110μ±10μ

ポリプロピレン製平織布（環境配慮型リサイクル基布）

ＳＢＲラテックス同等品以上

4.04m 以上

剥離等の弱点となるジョイント(芝同士の繋ぎ目)数を軽減する為に

ポリエステル製 ・ 300mm 幅以上

ウレタン系（1液）

特殊調整珪砂 + パステルサンド

主要ラインはタフト工場にて織込とする。

製品幅

ジョイント数 140m 以内/面（コート内）

摩耗強度 テーパー型摩耗試験による人工芝摩耗減量 150mg 以下とすること
JIS L1021-11（2007）4 準拠

1

高仕様エリアでのジョイント割れを防ぐため、サービスコート内に
ライン以外のジョイントをしないこととする

2

※ 割付図及びジョイント数量を明記して、使用材料の承認を得ることとする

国内生産品であることその他

数 量 表

砂入人工芝 t=19mm （ｻﾝﾄﾞｸﾞﾗｽ T19 EGT 同等品）
特殊調整珪砂19.5kg/m  + ﾊﾟｽﾃﾙｻﾝﾄﾞ 7.0kg/m2 2

観覧席観覧席

21,040

作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名

1：200

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託

N

舗 装 区 分 図  S=1/200

舗 装 区 分 図

砂入り人工芝仕様書

A-10

芝葉製法 モノフィラメントヤーン

芝葉色

素材

基 布

ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ材

ポリプロピレン

製 造

ポリウレタン

国内工場製品

扁平型

芝葉丈 30mm

芝葉繊度

芝葉肉厚

芝葉断面構造

（      ） /

a b c a b ポリエチレン / c ナイロン66

a bｸﾞﾘｰﾝ(濃淡2色) c ｸﾞﾘｰﾝﾍﾞｰｼﾞｭ

a b170ﾐｸﾛﾝ c 66ﾐｸﾛﾝ150ﾐｸﾛﾝ

a b1,400dtex c 500dtex1,000dtex

総繊度　10,100dtex

平均a b c 約 20mm

a b c

a b c

a b c

a b c

ノンサンド人工芝仕様書

ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40 t=100mm

RC-40 t=100mm

ｺﾝｸﾘｰﾄ天端
仕上高=人工芝天端

1
0
0

ﾉﾝｻﾝﾄﾞ人工芝 t=30mm/20mm
（ﾄﾞﾘｰﾑﾀｰﾌ HG 2030NS 同等品）

項  目 仕　様

〈 砂入人工芝舗装 〉 〈 人工芝張：ﾉﾝｻﾝﾄﾞ人工芝  〉

人工芝張工 （ﾄﾞﾘｰﾑﾀｰﾌ HG 2030NS 同等品） 96.8m2

人工芝張   A= 96.8 m2

1
0
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装工 （ｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40 t=100mm） 92.9m2路盤材 RC-40 t=100mm 共

（ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装 A= 92.9 m  ）2



管理通路

管
理

通
路

本部席エリア

6,075 10,970 6,000 10,970 6,000 10,970 6,000 10,970 6,000 10,970 6,075

b a

91,000

8
,1

1
5

2
3
,7

7
0

8
,1

1
5

排水溝 U-240 L=41.0m 排水溝 U-240 L=41.0m

排水溝 U-240 L=51.8m排水溝 U-240 L=37.5m

集水桝　　 □450(内寸)
h400 ｾｰﾌﾃｨｰｶﾊﾞｰ掛け 

名　称

数量表

仕 様 ・ 摘 要 数  量単位

排 水 工 177.9排水溝工：U-240  ｺﾞﾑ蓋（ｾｰﾌﾃｨｰｶﾊﾞｰ）掛け m

集水桝工：    □450(内寸)×h400  ｺﾞﾑ蓋（ｾｰﾌﾃｨｰｶﾊﾞｰ）掛け 4箇所

c
b

a
□450(内寸)×h510  ｺﾞﾑ蓋（ｾｰﾌﾃｨｰｶﾊﾞｰ）掛け

□450(内寸)×h650  ｺﾞﾑ蓋（ｾｰﾌﾃｨｰｶﾊﾞｰ）掛け

〃

〃

2箇所

1箇所

2.6排水管：VP-100 （手足洗い場排水） m

3
6
0

4
8
0

5
5
0

2
0

330

2
9
02
4
0

3
0

1
0
0

330

ｺﾞﾑ蓋：ｾｰﾌﾃｨｰｶﾊﾞｰ
U-240用

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ側溝
U-240

ﾓﾙﾀﾙ1：3

RC-40

4
0
0

□850

□750

□450

1
0
0

□750

□450

4
9
0

6
4
0

2
0

□850

□850

□750

□450

2
0 G.L

cba集水桝
□450(内寸)×h400 ｺﾞﾑ蓋掛け

集水桝
□450(内寸)×h510 ｺﾞﾑ蓋掛け

集水桝
□450(内寸)×h650 ｺﾞﾑ蓋掛け

ｺﾞﾑ蓋：ｾｰﾌﾃｨｰｶﾊﾞｰ
450 用

ｺﾞﾑ蓋：ｾｰﾌﾃｨｰｶﾊﾞｰ
450 用

ｺﾞﾑ蓋：ｾｰﾌﾃｨｰｶﾊﾞｰ
450 用

7
8
0

1
0
0

6
3
0

1
0
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ：18-8-40
RC-40

排水管：VU-200
i = 0.34 ％ 排水管：VU-200

i = 0.57 ％

S=1/10排水溝詳細図 S=1/20排水溝詳細図

ｺﾝｸﾘｰﾄ：18-8-40
RC-40

ｺﾝｸﾘｰﾄ：18-8-40
RC-40

a集水桝　　 □450(内寸)
h400 ｾｰﾌﾃｨｰｶﾊﾞｰ掛け 

集水桝　　 □450(内寸)
h490 ｾｰﾌﾃｨｰｶﾊﾞｰ掛け 

集水桝　　 □450(内寸)
h630 ｾｰﾌﾃｨｰｶﾊﾞｰ掛け 

c

a集水桝　　 □450(内寸)
h400 ｾｰﾌﾃｨｰｶﾊﾞｰ掛け 

集水桝　　 □450(内寸)
h490 ｾｰﾌﾃｨｰｶﾊﾞｰ掛け 

b

ｾｰﾌﾃｨｰｶﾊﾞｰ掛けｾｰﾌﾃｨｰｶﾊﾞｰ掛け

ｾｰﾌﾃｨｰｶﾊﾞｰ掛け ｾｰﾌﾃｨｰｶﾊﾞｰ掛け

排水溝 U-240 L=6.6m
ｾｰﾌﾃｨｰｶﾊﾞｰ掛け

排水管 VP 100 L=2.6m

G.LG.LG.L

S=1/10排水管詳細図

1
5
0

1
0
0

2
8
5

5
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装 t=150mm
RC-40 t=100mm

〈 本部席エリア 〉

400

観覧席観覧席

作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名

1：200

N

排 水 計 画 図  S=1/200

排 水 計 画 図  

集水桝　　 □450(内寸)
h400 ｾｰﾌﾃｨｰｶﾊﾞｰ掛け 

a

集水桝　　

排水管 VU 150 L=2.0m排水管 VU 150 L=3.5m

排水管 VU 150 L=45.6m

51.1排水管：VU-150 （コート外） m

排水管 VU150

埋戻し用砂

2
7
0
〜

4
1
0

埋戻し用砂

排水管 VP100

〈 コート外 〉

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託

A-11

d

集水桝　　d

集水桝　　d

集水桝工：    d 3箇所

d集水桝
塩ビ桝：φ150

400

G.LG.L

165
180

7
0

5
2
0

（
 平

均
 ）

G.L

（標準図）

塩ビ桝 φ150

塩ビ桝 φ150

塩ビ桝 φ150

塩ビ桝 φ150 （コート外）

塩ビ蓋

VU 150

塩ビ桝φ150
（中間点・曲点用）



名　称

数 量 表

仕 様 ・ 摘 要 数  量単位

91.7防球ﾌｪﾝｽ設置工 ：H5m SP防球ﾌｪﾝｽH5-3型（全面金網張り） m囲 障 工

片開門扉設置工：H1.2m×W1.0m UN-GR 片開き門扉 1,200-40×W1,000

2箇所

〃        ：H1.2m UNﾌｪﾝｽ（UN-GR1200-40：ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾀｲﾌﾟ） 84.0m

　　  〃　　　：H2.0m×W1.0m SP防球用片開きくぐり門扉

箇所 6

下部 1.8m防風ネット張り

91.7 〃 　　　：H10m SP防球ﾌｪﾝｽH10-3型（全面金網張り） m下部 1.8m防風ネット張り

両開門扉設置工：H3.0m×W3.0m SP防球用両開きくぐり門扉

　　  〃　　　：H3.0m×W4.0m SP防球用両開きくぐり門扉

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎 共

1箇所ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎 共

1箇所ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎 共

44.3 〃 　　　：H10m SP防球ﾌｪﾝｽH10-3型（全面金網張り） m

両開き門扉H3.0m×W4.0m

両開き門扉
H3.0m×W3.0m

4
4
,3

0
0

91,700
SP防球ﾌｪﾝｽH10-3型
（全面金網張り）

S
P

防
球

ﾌ
ｪﾝ

ｽ
H

1
0
-
3
型

（
全

面
金

網
張

り
）

H10m

H
1
0
m

4
4
,3

0
0

（
全

面
金

網
張

り
）

H
5
m

S
P

防
球

ﾌ
ｪﾝ

ｽ
H

5
-
3
型

4,000

両開き門扉H3.0m×W4.0m

片開き門扉
H2.0m×W1.0m

片開き門扉
H0.9m×W1.0m
イ

6,000

29,700

6,000

SP防球ﾌｪﾝｽH5-3型
（全面金網張り）

H5m

5,850 5,350 6,000 6,000 5,850 5,850 6,000 6,000 5,600 5,8506,000

6,000

4,675

6
,0

0
0

5
,0

7
5

5
,0

7
5

6
,0

0
0

5
,0

7
5

6
,0

0
0

5
,0

7
5

6
,0

0
0

6,000 4,925 4,925 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 4,9254,9256,0006,0006,0006,000 6,000

5
,0

7
5

5
,0

7
5

6
,0

0
0

5
,0

7
5

6
,0

0
0

5
,0

7
5

6
,0

0
0

下部 1.8m防風ネット

イイイイイイ

ロ

ハ

ホ

ニ

イ

ロ

ハ

ニ

観覧席観覧席

4,675

4,000 4,00016,00016,00016,00016,00012,000

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾀｲﾌﾟ

6
,0

0
0

4
,0

0
0

3
,0

0
0

片開き門扉
H2.0m×W1.0m

ロ

91,700

H1.2mﾌｪﾝｽ天端へﾈｯﾄ設置

下部 1.8m防風ネット

1
,0

0
0

1
,0

0
0

H1.2m  33,500
ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾀｲﾌﾟ

H1.2m  33,500
ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾀｲﾌﾟ

44.3　〃　　　 ：H5m SP防球ﾌｪﾝｽH5-3型（全面金網張り） m

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎 共

転落防止柵設置工：H1.2m UNﾌｪﾝｽ（UN-GR1200-40：ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾀｲﾌﾟ） 67.0m

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎 共

作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名

1：200

N

囲 障 計 画 図  S=1/200

囲 障 計 画 図

2
,4

0
0

H1.2m  84,000

下部 1.8m防風ネット

　　  〃　　　：H3.0m×W4.0m SP防球用両開きくぐり門扉 1箇所ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎 共

下部 1.8m防風ネット張り

ホ

防M

防M 防M 防M

防M

防M

防M

防M 防M 防M 防M

防M 防M 防M 防M 防M

防M

照明設備工 本 18防護マット設置工：H2.0m 照明塔支柱に設置

防護マット設置（=　　　 ）防M

29,700

H1.2mﾌｪﾝｽ天端へﾈｯﾄ設置

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託
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備考

土質係数・普通土質（Ｂ）に依る。
基礎条件・・・配電規程（ＪＥＡＣ７００１）

基づく風圧力に依る。

地表面粗度区分・・・Ⅲ
基準風速・・・32m/sec

建築基準法・同施行令（平成12年6月）に設計荷重・・・
設計条件

φ216.3×4.5
（STK540）

φ193.0×3.2
（STK490）

6,000

※ φ89.1×3.2

1
0
,0

0
0

2
,2

0
0

@6,000

φ139.8×3.0
（STK500）
φ139.8×3.0

φ450

（STK500）

6,000

※ φ76.3×2.8

5
,0

0
0

亜鉛テ－プ
（現地巻き）

S=1/50H5m 防球フェンス

ｺﾝｸﾘｰﾄ：18-8-40

ﾒｯｾﾝｼﾞｬﾜｲﾔ
2.0mm 1×7

（素線抗張力 940N/mm  ～1,180N/mm  ）
（カラ－ハガネ鉄線）

（亜鉛付着量250g/m  以上）
［垂し張り（列線横方向）］

2 2

菱形金網 φ1.8×40mm

2

再生砕石 RC-40

ﾒｯｾﾝｼﾞｬﾜｲﾔ
2.0mm 1×7

※ ﾒｯｾﾝｼﾞｬﾜｲﾔ
4.0mm 1×7

φ216.3×4.5
（STK540）

350

330

砂入人工芝

SP防球フェンスH5-3型（全面金網張り）

金網：仕様

  ワイヤメッシュ

溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理

注記

・ボルト、ナット

・・・

塗装

きの上高耐候性樹脂粉体塗装

溶融亜鉛めっきの上高耐候性樹脂粉体

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

外装について１．

・バ　ン　ド ・・・

・主柱、ジョイント
　押え金具 ・・・

　側とする。
　付ボルト、ナットのボルトはジョイント側、パネルの縦線はグラウンド
・ジョイント取付方向は現地状況に応じて打合せに依り決定とする。尚取

風圧力に依る。
設計荷重・・・昭和57年改正の建築基準法・同施行令に基づく

基礎条件・・・長期許容地耐力　98KN/m  （10t/m  ）

備考

設計条件

2 2

〈 H5m・H10m 防球フェンス：仕様 〉 〈 H1.2m 通路・観覧席ﾌｪﾝｽ：仕様 〉

G.L

G.L

S=1/100H10m 防球フェンス
SP防球フェンスH10-3型（全面金網張り）

〈 正 面 図 〉 ：北 側 〈 A-A 断面図 〉

〈 C-C 断面図 〉

ｺﾝｸﾘｰﾄ：18-8-40

再生砕石 RC-40

350砂入人工芝

〈 B-B/D-D 断面 〉

2,000 @2,000

1
,2

0
0

1
,1

7
0

3
0

2
0
0

@ 6,000
※ 標準ピッチ

支柱：φ50.8×1.6

□180×L450
ﾌｪﾝｽ用基礎ﾌﾞﾛｯｸ

4
5
0

S=1/50H1.2m 防球フェンス
UN-GR1,200-40（ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾀｲﾌﾟ）

〈 通路・観覧席側 〉

ワイヤメッシュ
（ﾊｲﾃﾝｼｮﾝ線）

4
5
0

□180 □180

1
,2

0
0

〈 正 面 図 〉 〈 側 面 図 〉

G.L

G.L

作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名

1：50

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託

囲障構造図-1

メッシュシート
充実率 0.65

2
,4

0
0

8
,2

0
0

1
0
,0

0
0

 2.6mm1×7

※印部材は端末、所定コ－ナ－に本図の如く設けること。

外装は金網類を除き、主柱・横材・取付バンドは溶融亜

2.

1.
鉛めっきの上塗装とし、他の部品、部材は溶融亜鉛めっ
きのみとする。

ﾒｯｼｭｼｰﾄ保護材
［金網ﾗｯﾌﾟ箇所］

φ193.0×3.2
（STK490）

φ216.3×6.0
（STK540）

※ ﾒｯｾﾝｼﾞｬﾜｲﾔ
2.0mm 1×7

※ ﾒｯｾﾝｼﾞｬﾜｲﾔ
2.0mm 1×7

φ216.3×8.0
（STK540）

※ ﾒｯｾﾝｼﾞｬﾜｲﾔ
4.0mm 1×7

φ216.3×6.0
（STK540）

ﾒｯｾﾝｼﾞｬﾜｲﾔ
2.0mm 1×7

ﾒｯｾﾝｼﾞｬﾜｲﾔ

φ216.3×8.0
（STK540）

330 350

砂入人工芝

1
,8

0
0

G.L G.LG.L

φ190.7×2.8
（STK500）

φ190.7×2.8
（STK500）

※ ﾒｯｾﾝｼﾞｬﾜｲﾔ
2.0mm 1×7

※ ﾒｯｾﾝｼﾞｬﾜｲﾔ
2.0mm 1×7

ﾒｯｾﾝｼﾞｬﾜｲﾔ
2.0mm 1×7

 2.6mm1×7
ﾒｯｾﾝｼﾞｬﾜｲﾔ

メッシュシート
充実率 0.65

ﾒｯｾﾝｼﾞｬﾜｲﾔ
2.0mm 1×7

ﾒｯｼｭｼｰﾄ保護材
［金網ﾗｯﾌﾟ箇所］

2
,0

0
0

3
,2

0
0

5
,0

0
0

1
,8

0
0

G.Lｺｰﾄ側

G.L通路側 擁 壁

G.Lｺｰﾄ側

G.L通路側

メッシュシート
充実率 0.65

6,000

※ φ89.1×3.2
@ 6,000

※ 標準ピッチ

@6,0006,000

※ φ76.3×2.8

1
,4

0
0

1
5
0

〈 正 面 図 〉 ：東 側 〈 D-D 断面図 〉 〈 正 面 図 〉 ：南 側

〈 正 面 図 〉 ：西 側 〈 B-B 断面図 〉

φ450

1
5
0

A-13

人工芝張り 人工芝張り

人工芝張り

亜鉛テ－プ
（現地巻き）

ｺﾝｸﾘｰﾄ：18-8-40

再生砕石 RC-40

亜鉛テ－プ
（現地巻き）

ｺﾝｸﾘｰﾄ：18-8-40

再生砕石 RC-40

亜鉛テ－プ
（現地巻き）



風圧力に依る。
設計荷重・・・昭和57年改正の建築基準法・同施行令に基づく

本図門扉は施錠側180゜開き、施錠側落しとする。

基礎条件・・・長期許容地耐力　98KN/m  （10t/m  ）

外装は金網類を除く他は溶融亜鉛めっきとする。
備考

2．
1．

設計条件

支柱：φ60.5×2.3

2

基礎条件・・・長期許容地耐力　100KN/m

風圧力に依る。

地表面粗度区分・・・Ⅲ
基準風速・・・34m/sec

建築基準法・同施行令（平成12年6月）に基づく設計荷重・・・
設計条件

本図門扉は施錠側180゜開き、施錠側落しとする。
外装は金網類を除く他は溶融亜鉛めっきとする。

備考

2．
1．

2

S=1/40大型門扉：両開き W4.0m
SP防球ﾌｪﾝｽ用 両開き門扉（特）

2

S=1/20片開き門扉： W1.0m
UN-GR 片開き門扉
H1,200-40×W1,000

〈 正 面 図 〉：東側

〈 正 面 図 〉

5,075

3
,0

0
0

1
0
5

2
,9

5
0

φ50.8×1.6

1
,0

0
0

W3,000

止め金具 t= 2.3

（W・ナット・袋ナット付）
BT M8

φ4.0

□75×75×2.3

2-BN M12
2-PL6

φ4.0
BN M8（W付）

止め金具 t=2.3

□700

BT M12
（W・ナット・袋ナット付）

大形角座金
φ38.1×1.6

φ114.3×3.5

18-8-40
基礎コンクリート

RC-40

φ38.1×1.6

蝶番

蝶番

戸当り付両面回転施錠

2
0
0

300×200

落しφ16
舟形落し受付

□800

1
0
0

S=1/40大型門扉：両開き W3.0m

H10m SP防球ﾌｪﾝｽ

〈 正 面 図 〉：北側

□300×500
ﾌｪﾝｽ用基礎ﾌﾞﾛｯｸ

S=1/40片開き門扉： W1.0m
SP防球ﾌｪﾝｽ用 片開き門扉

H2,000×W1,000

〈 正 面 図 〉：南側

イ

ハ

ニ

ロ

〈 正 面 図 〉：北側

〈 正 面 図 〉

SP防球ﾌｪﾝｽ用 両開き門扉
H3,000×W3,000

H3,000×W4,000：東側 （下部1.8m防砂ﾈｯﾄ張り）

G.L

6
5
0

5
0

止め金具 t=2.3
BN M8（W付）

8
0

φ4.0

W1,000

□50×50×2.3

2-PL4.5
2-BN M10

φ4.0

BT M8
（ナット・袋ナット付）

止め金具 t=2.3

蝶番

5
0
0

戸当り付両面回転施錠

φ50.8×1.6 φ38.1×1.6

φ89.1×3.2

2
,0

0
0

1
,9

5
0

BT M12
（W・ナット・袋ナット付）

大形角座金

φ38.1×1.6

7
0
0

□500

□600□500×700
ﾌｪﾝｽ用基礎ﾌﾞﾛｯｸ

RC-40

8
0

5
0

φ50.8×1.6

φ89.1×3.2

2
,0

0
0

1
,9

5
0

G.L

7
0
0

□500

□600

止め金具 t=2.3
BN M8（W付）

φ4.0

□50×50×2.3

2-PL4.5
2-BN M10

φ4.0

BT M8
止め金具 t=2.3

蝶番

戸当り付両面回転施錠

φ38.1×1.6
BT M12

（W・ナット・袋ナット付）

大形角座金

φ38.1×1.6

□500×700
ﾌｪﾝｽ用基礎ﾌﾞﾛｯｸ

RC-40

5
0
0

通路

G.Lｺｰﾄ側

5
0

G.L

通路

G.Lｺｰﾄ側

1
,2

0
0

2
5
0

1
,1

7
0

φ50.8×1.6

3
0

1,000
5
0
0

□300

□400

1
0
0

蝶番
ワイヤメッシュ
（ﾊｲﾃﾝｼｮﾝ線）

@2,000
※ 標準ピッチ

@2,000
※ 標準ピッチ H10m防球ﾈｯﾄ支柱 H10m防球ﾈｯﾄ支柱 H 5m防球ﾈｯﾄ支柱

H 5m防球ﾈｯﾄ支柱

作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名

1：40

囲障構造図-2

6,000

1,000 1,000W4,000

5
,0

0
0

1
,4

0
0

1
0
5

2
,9

5
0

5
0

3
,0

0
0

7
0
0

1
,4

0
0

1,600×500

300300 1,000

6
0
0

2
0
0

300×200

1,600

開き方向

1,000 4,000

6,000

完全式菱形金網

外側

開き方向

グラウンド側

1
,0

0
0

φ50.8×1.6

φ9.5ブレ－ス
（ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付）

施錠装置
φ38.1×2.3

φ139.8×3.5

φ139.8×3.5

蝶番

落しφ16
舟形落し受付

18-8-40
コンクリート

RC-40

φ38.1×2.3

φ50.8×1.6

止め金具 t=2.3

（W・ナット・袋ナット付）
BTM8

φ4.0

□75×75×2.3

2-BN M12
2-PL6

BT M12
（ナット・袋ナット付）

大形角座金

φ38.1×2.3
BT M12

（ナット・袋ナット付）

大形角座金

（W2枚付）

止め金具 t=2.3
BNM8（W付）

蝶番

（両端ワイヤグリップ3箇所止め）

6×7G/0-φ6ロ-プ

1
5
0

2
0
0

300×200

階 段

4,800

7
9
5

土 間

擁 壁擁 壁

H5m防球ﾌｪﾝｽH5m防球ﾌｪﾝｽ

1,000

4,6106,000

施錠装置
φ38.1×2.3

φ165.2×3.7
φ165.2×3.7

蝶番

落しφ16
舟形落し受付

18-8-40
コンクリート

RC-40

φ38.1×1.6

φ60.5×3.2

止め金具 t=2.3

（W・ナット・袋ナット付）
BTM8

φ4.0

φ60.5×3.2

2-BN M12
2-PL6

BT M12
（ナット・袋ナット付）

大形角座金

φ38.1×1.6

BT M12
（ナット・袋ナット付）

大形角座金

（W2枚付）

止め金具 t=2.3
BNM8（W付）

蝶番

（両端ﾜｲﾔｸﾞﾘｯﾌﾟ3箇所止め）

6×7G/0-φ6ロ-プ

ﾒｯｾﾝｼﾞｬﾜｲﾔ
2mm1×7

5
,0

0
0

1
0
5

2
,9

5
0

5
0

3
,0

0
0

7
0
0

1
,6

5
0

1,700×1,000

300400 1,0001
5
0

4,610

1,700

1,700

4,000

1,000 1,000

外側

グラウンド側

4,000

1,000 1,000

G.L

G.L通路

ｺｰﾄ側

S=1/40大型門扉：両開き W4.0m
SP防球ﾌｪﾝｽ用 両開き門扉（特）

ホ

H3,000×W4,000：北側

〈 平 面 図 〉：東側

〈 平 面 図 〉：北側

（W2枚付）

（W2枚付） （W2枚付）

（W・ナット・袋ナット付）

G.Lｺｰﾄ側

W1,000

ﾒｯｾﾝｼﾞｬﾜｲﾔ
2mm1×7

W1,000

7001,000

1
,3

4
0

L-50×50×4（×1）
（隙間塞ぎ N=2ヵ所）

L-30×30×3（×2）
溶接金網 50×50×2.6

L-50×50×4（×1）
（隙間塞ぎ N=2ヵ所）

L-30×30×3（×2）
溶接金網 50×50×2.6

L-50×50×4（×1）
（隙間塞ぎ N=2ヵ所）

L-30×30×3（×2）
溶接金網 50×50×2.6

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託
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ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装   A= 20.7m2

ｺﾝｸﾘｰﾄ t=150mm

器具庫エリア 

路盤材 RC-40 t=100mm 共

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装   A= 20.7m2

ｺﾝｸﾘｰﾄ t=150mm

器具庫エリア 

路盤材 RC-40 t=100mm 共

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装   A= 78.8m2

ｺﾝｸﾘｰﾄ t=150mm

本部席エリア 

路盤材 RC-40 t=100mm 共

間詰ｺﾝｸﾘｰﾄ   A= 21.0m2

ｺﾝｸﾘｰﾄ t=150mm

観客席裏

路盤材 RC-40 t=100mm 共

間詰ｺﾝｸﾘｰﾄ   A= 21.0m2

ｺﾝｸﾘｰﾄ t=150mm

観客席裏

路盤材 RC-40 t=100mm 共

管理通路

管
理

通
路

本部席エリア

6,075 10,970 6,000 10,970 6,000 10,970 6,000 10,970 6,000 10,970 6,075

91,000

8
,1

1
5

2
3
,7

7
0

8
,1

1
5

名　称 仕 様 ・ 摘 要 数  量単位

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装工：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ t150mm 120.2路盤 RC-40 t100mm 共 m2本部席ｴﾘｱ工

観覧席観覧席

作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名

1：200

N

本部席・器具庫エリア計画図  S=1/200

階段設置（B）

階段設置（B）

階段設置（A）

器具庫ｴﾘｱ工 間詰ｺﾝｸﾘｰﾄ工：ｺﾝｸﾘｰﾄ t150mm / 溶接金網 150×150×ｔ6 共 42.0
路盤 RC-40 t100mm 共

m2

階段工（A）：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ・W4.5m 蹴上130mm×2段 1箇所基礎砕石 RC-40 t100mm 共

階段工（B）：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ・W1.5m 蹴上130mm×2段 2箇所基礎砕石 RC-40 t100mm 共

物置設置工：L2,469×W1,336×h1,914 2箇所

水飲み設置工：PC製水飲み(水栓×4、足洗×1） 1箇所

数量表

本部席・器具庫エリア計画図

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託
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2400 1280

4175

観覧席

擁 壁

H5m防球ﾌｪﾝｽ

通 路

階 段 階 段

通 路

H1.2m防球ﾌｪﾝｽ

排水溝

H
1
.
2
m
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ

（
転
落
防
止
柵
）

H1.2mﾌｪﾝｽ（転落防止柵）

H
1
.
2
m
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ

（
転
落
防
止
柵
）

300

375

1800 300

1300

1300

1
5
0

1
0
0

6
5
0

5
0

1
5
0

1
0
0 4
0
0

1
5
0

1
5
0

5
5
0

5
0

400

1
0
0

1
0
0

D13 @250 

D13 @250

D13 @200

D13 @250

8-D10 

7-D10

6-D10 

5-D10

6
5
0

5
0

1
0
0

2400

2475

ｺﾝｸﾘｰﾄ：21-18-25

RC-40

ｺﾝｸﾘｰﾄ：21-18-25

RC-40

均しｺﾝｸﾘｰﾄ

RC-40

RC-40
18-8-25（20）

1210

均しｺﾝｸﾘｰﾄ

18-8-25（20）

ｺﾝｸﾘｰﾄ：21-18-25

8-D10

D13 @215

RC-40

均しｺﾝｸﾘｰﾄ

18-8-25（20）

250

1
0
0

5
0

520

2-D10

D13 @200

RC-40

均しｺﾝｸﾘｰﾄ

18-8-25（20）

ｺﾝｸﾘｰﾄ：21-18-25

RC-40

D13 @250

17-D10

120 300

2
0
0

2
0
0

3
0
0

3
5
0

作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名

1：30

S=1/30観客席平面図

S=1/30観客席詳細図

〈 断 面 図 〉  C-C 断面

〈 断 面 図 〉  B-B 断面 〈 断 面 図 〉  D-D 断面

〈 断 面 図 〉  A-A 断面

A

A

B

B

C

C

C

C

D

D

観客席詳細図

1
5
0

1
0
0

475

ｺﾝｸﾘｰﾄ：21-18-25

溶接金網：150×150×t6

間詰ｺﾝｸﾘｰﾄ

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託
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30,000

1
,
3
0
0

2
,
4
0
0

4
7
5

9,000 9,000 9,000

1,500 1,500

2
,
0
0
0

29,700

2
,
0
0
0 4
,
1
7
5

2400475



4,800

1
3
0

1
3
0

1
7
5

300300

4
3
5

5
0

1
0
0

700

5
0

1
0
0

作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名

1：50

階 段

〈 平 面 図 〉：南側

1
3
0

1
3
0

975

2
,1

0
0

3
0
0

3
0
0

1
,5

0
0 300 300

695

9-D10

D13 @200

ｺﾝｸﾘｰﾄ：21-18-25

均しｺﾝｸﾘｰﾄ
18-8-25（20）

300 300

ｺﾝｸﾘｰﾄ：21-18-25

8-D10 D13 @210

975

4
7
0

1
0
0

300300695

4
3
5

5
0

1
0
0

1
2
5

700

5
0

1
0
0

RC-40

1
3
0

1
3
0

土 間

ｺﾝｸﾘｰﾄ：21-18-25

RC-40

均しｺﾝｸﾘｰﾄ
18-8-25（20）

RC-40

10-D10

D13 @240

D13 @200 

10-D10

D13 @240

ｺﾝｸﾘｰﾄ：21-18-25

ｺﾝｸﾘｰﾄ：21-18-25
均しｺﾝｸﾘｰﾄ

18-8-25（20）

RC-40

4,800

1
,0

7
5

3
0
0

3
0
0

975

2
,1

0
0

3
0
0

3
0
0

1
,5

0
0 300 300

695

2
0
0

1,500

〈 平 面 図 〉：北側

S=1/50階 段  部 詳 細 図（東側）
両開き門扉： W4.0m付近

〈 平 面 図 〉：東側

S=1/20階 段 詳 細 図

〈 正 面 図 〉

RC-40

門柱・ﾌｪﾝｽ

土 間
擁 壁擁 壁

H5m防球ﾌｪﾝｽH5m防球ﾌｪﾝｽ

H1.2m防球ﾌｪﾝｽ

排水溝

H5.0m防球ﾌｪﾝｽ

袖 壁

階 段

土 間
H1.2m防球ﾌｪﾝｽ

排水溝

H5.0m防球ﾌｪﾝｽ

土 間

階 段

土 間

袖 壁

〈 側 面 図 〉 〈 断 面 図 〉

〈 断 面 図 〉〈 正 面 図 〉

S=1/20階 段 詳 細 図

階段部詳細図

外側

開き方向

本部席側

通路G.L

ｺｰﾄ側 G.L

S=1/50階段部詳細図 （南側・北側）
片開き門扉： W1.0m付近

通路G.L通路G.L

ｺﾝｸﾘｰﾄ：21-18-25

ｺﾝｸﾘｰﾄ：21-18-25

300

RC-40

1
0
0

1
5
0

6-D10

D13 @190

D13 @190

4-D10
通路G.L

土 間

ｺﾝｸﾘｰﾄ：21-18-20

RC-40

均しｺﾝｸﾘｰﾄ
18-8-25（20）RC-40

10-D10

D13 @200

D13 @200

ｺﾝｸﾘｰﾄ：21-18-25

〈 断 面 図 〉

7
4
0

1,000

1
,3

3
5

1,700 1,700

1
,0

0
0

1,000

300300

5
0

1
0
0

通路G.L

385

4
3
5

均しｺﾝｸﾘｰﾄ
18-8-25（20）

9-D10

D13 @200

ｺﾝｸﾘｰﾄ：21-18-25

735

1
5
0

735

通路G.L

1,335

3
9
5

1
5
0

3851,000

4
7
0

1
7
5

本部席ｴﾘｱ

本部席ｴﾘｱ

本部席ｴﾘｱ

2

2

3

3

1

1

1  -  1  矢視図

〈 断 面 図 〉 2  -  2  矢視図 〈 断 面 図 〉 3  -  3  矢視図

RC-40

ｺﾝｸﾘｰﾄ：21-18-25

RC-40

通路G.L

S=1/20階 段 詳 細 図

（南側・北側） （東側）

兼用基礎
門柱・ﾌｪﾝｽ

兼用基礎

門柱・ﾌｪﾝｽ
兼用基礎

10-D10

D13 @200

（基礎上） （標準部）

門柱・ﾌｪﾝｽ
兼用基礎

（基礎上） （標準部）
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仕様

＊本製品は（株）サカヱ製品、或いは本仕様以上とする。

＊本製品は（一社）日本公園施設業協会による公園施設団体賠償責任保険制度の加入品とする。

＊本製品は（一社）日本公園施設業協会によるＳＰ、又はＳＰＬ表示認定企業の製造品とする。

本体　：

集水桝蓋　：

内部配管　：

ステンレス製グレ－チング、ステンレスチェーン付き

ＲＣ造，角面取り、石調吹付け塗装、一部合成樹脂塗装仕上げ

配管用ステンレス鋼管、ステンレス製継手，防寒材巻き

※　水栓及び給水管などの凍結破損が予測される場合は、水抜き等の処置を必要とする。

万能ホーム胴長水栓

集水桝：WQC-361

給水管接続　20A

本体　石調吹付け塗装仕上げ

合成樹脂塗装仕上げ

ステンレス製グレ－チング
450×450×20（@15）

水勾配　２％

RC-40

内部配管：15A

配筋：D10

排水管接続：VP-100
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5
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5
5
0
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850100 100 1,600 100

G.L G.L

S=1/20手足洗い場詳細図

〈 断 面 図 〉

800

1
,0

5
0

2
5
0

□460

2
5
0

3
1
0

800

1
,0

5
0

G.L

〈 正 面 図 〉 〈 側 面 図 〉

〈 平 面 図 〉

〈 A-A 方向取合図 〉 〈 B-B 方向取合図 〉

G.L

300 400 400 400 300

均しｺﾝｸﾘｰﾄ
18-8-25（20）RC-40

均しｺﾝｸﾘｰﾄ
18-8-25（20）

G.L

作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名

1：20

手足洗い場詳細図

1,150

1
,1

0
0

〈 配 置 図 〉

2,750
8
0
0

観覧席

擁 壁

排水管：VP 100 L=2.6m

1,100

AB

AB

AB

AB

1,100
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上枠 後

下枠 前

鼻隠し 前

壁パネル

下枠 後床補強

棚受

床板

棚板

屋根板 鼻隠し 後

も
や

下
高

サ

下レール

室内有効奥行

鼻
隠

し
後

上
面

高
サ

室内有効奥行

上
枠

左
右

上
面

高
サ

入 口 側

1.6t
もや B-A3.5

有
効

開
口

高
サ

有効開口巾

室内有効巾

0.8下レール

1.6

上 枠 左,右

部　　材　　名

上 枠 前（後）

扉

壁 パ ネ ル

アンカープレート（L）

袖　壁

間　柱 1.0
床　板 0.6

2.3

柱

0.5
0.5

0.8
0.6

上レール

0.6

1.2

屋 根 板

床 補 強

0.4
1.2

厚さ（m/m）

サイズ（巾×高サ）

582   ×   1,909

670   ×   1,870

部　　材　　名

扉 右

扉 左

袖 壁

壁パネル

壁パネル

L-A

L-E

L-F

L-E

L-E

319.5   ×   1,870

629   ×   1,938
629   ×   1,938

＜一般型＞ もや  B-A3.5

もや  E-A3.5SW＜積雪型＞

もや  D-A3.5S＜積雪型＞

1.6
2.3
1.6

上枠補強（積雪型のみ）

下枠前（側・後）

材　　　　質

（0.8）1.0

アルミニウム合金押出形材

1.2（1.0） JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3312 塗装溶融亜鉛めっき鋼板 CGCC

JIS G3312 塗装溶融亜鉛めっき鋼板 CGCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

鼻 隠 し 前 0.5
鼻 隠 し 後 0.5

JIS G3312 塗装溶融亜鉛めっき鋼板 CGCC

上レール
上枠 前

間柱前

扉

1
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6
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1,704

2
,1

1
8

1
,9

9
7
.5

1,512

1,336.5 47128.5

5
2

1
,8

7
2

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3321 溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 SGLCC

JIS G3312 塗装溶融亜鉛めっき鋼板 CGCC

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC （ツートンカラー）

JIS G3322 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC （ツートンカラー）

JIS G3302 溶融亜鉛めっき鋼板 SGCC（後塗装仕上げ）

32.5 32.5

2,628.5

1
,9

1
4

1,110

2,563.5

2,469.5

物 置 詳 細 図  　　S=1/20

〈 側 面 図 〉

ヨド物置　エルモ  LMD（S）-2515型 同等品

〈 正 面 図 〉

〈 床 伏 図 〉〈 平 面 図 〉

〈 基礎配置図 〉

〈 矩 形 図 〉

作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名

1：20

物置詳細図

1
0
0

1
5
0

82

下枠

13

内アンカー金具（L）

コンクリ－トブロック

補強筋：D10

〈 ﾌﾞﾛｯｸ基礎詳細図 〉  S=1/10
A-A' 断面

2,384

補強筋：D10

補強筋：D10

補強筋：D10

補強筋：D10

ｺﾝｸﾘｰﾄ土間鉄筋
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名　称

数 量 表

仕 様 ・ 摘 要 数  量単位

ﾈｯﾄﾎﾟｽﾄ基礎設置工：埋設管(ｱﾙﾐ合金)

ｾﾝﾀｰ金具設置工：SUS製

5

5

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎共

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎共 箇所

付帯施設工 対

m

管理通路

管
理

通
路

6,075 10,970 6,000 10,970 6,000 10,970 6,000 10,970 6,000 10,970 6,075

91,000

8
,1

1
5

2
3
,7

7
0

8
,1

1
5

N.P

N.P

N.P

N.P

N.P

N.P

N.P

N.P N.P

C.K C.K C.K C.K C.K

ﾃﾆｽﾎﾟｽﾄ基礎：□700×h680
（ｹｰｼﾝｸﾞ：ｱﾙﾐ合金製 共）

ｾﾝﾀｰ金具：SUS製（=N.P）

観覧席観覧席

作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名

1：200

付帯施設計画図

付帯施設計画図  S=1/200

N
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ﾋ
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ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

ﾗ
ｲ
ﾝ
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金
具

ネ
ッ

ト
ポ

ス
ト

ライン巾：W= 50 mm。ベースライン：W= 100 mm

ベースライン

2
3
,7

7
0

5
,4

8
5

5
,4

8
5

1
2
,8

0
0

1,3708,2301,370

4,1154,115

910

ｺｰﾄ寸法図 S= 1/100

重量；1.5Kg / 1対(2本） 

38

キャップ

9
1
4

1
5
0

1
,0

7
5

ゴムキャップ

黒色テープ（幅5mm）

パイプ ：アルミ（A6063S-T5)  
φ38×t2 電着塗装（白色）

〈 シングルススティック 〉

RT-T070700
シングルススティック

S= 1/20

1
5
0

セ
ン

タ
ー

マ
ー

ク

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎
18-8-40

7
0
0

4-φ4ﾋﾞｽ

蓋

フタ(ｺﾞﾑ製) ｹｰｼﾝｸﾞ
　本体：ｱﾙﾐ合金製

　フタ：ｺﾞﾑ製

　2本/組

　ｱﾙﾏｲﾄ処理後ｸﾘｱ塗装

センター金具詳細図

1
0
0

□300

φ20φ9

1
5
0

2
5
0

t2

4
4

5
8

φ95

38

φ10

φ89.1×ｔ2

125

1
5
0

2
8

〈 平 面 図 〉

〈 断 面 図 〉

RC-40

ｺﾝｸﾘｰﾄ：18-8-40

S=1/5

S=1/5

〈 設 置 図 〉 S=1/10

G.L

重量：1.1kg/基
電解研磨仕上げ

フック ｽﾃﾝﾚｽ棒鋼(JIS G4303 SUS304)

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板(JIS G4304 SUS304)本  体

ｾﾝﾀｰ金具
RT-T070340

電解研磨仕上げ

※　HTKｱﾙﾐﾎﾟｽﾄ 同等品

ｷｬｯﾌﾟ:ｱﾙﾐ鋳物 ﾎﾟｽﾄ:φ76.3×t5.5
(ｱﾙﾐﾊﾟｲﾌﾟ)

ﾌｯｸ側ﾈｯﾄ巻き側

ｾﾝﾀｰﾌｯｸ

ﾃﾆｽﾈｯﾄ

7
0
0 9

1
4

ﾊﾝﾄﾞﾙ
ﾈｯﾄﾊﾞｰ

□800

□700

6
8
0

基
礎

躯
体

高
さ

7
0
0

1
,0

7
0

1
0
0

(ｱﾙﾐ合金製)

埋設管:φ92×t3
(L=700)

RC-40

ﾈｯﾄﾊﾞｰ

4
0
0

φ85.9

φ100.0

ﾈｯﾄﾎﾟｽﾄ詳細図  S=1/20

2
5
0

2
5
0

2
5
0

〈 平 面 図 〉

8
5
8

38

ﾈ
ｯ
ﾄﾎ

ﾟｽ
ﾄ

〈 ﾈｯﾄﾊﾞｰ 〉 S=1/5

（ｱﾙﾐ製）

2

〈 ｹｰｼﾝｸﾞ 〉 S=1/10

（※ 別途備品）

（※ 別途備品）

（※ 別途備品）

（※ 別途備品）

（※ 別途備品）

（※ 別途備品）

（※ 別途備品）

（※ 別途備品）

作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名

1：20

付帯設備詳細図

φ76.5

5
06
0

φ
1
1
5
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作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名

N.S

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託

電気設備工事特記仕様書

E-01

　　特　　　　記　　　　事　　　　項

壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

名　　　　称 測　　点 取付高さ［ｍｍ］

床上～中心

　　〃　　

２,１００

２,５００

鏡上端～中心 １５０

ブラケット（一般）

　　〃　　（踊場）

　　〃　　（鏡上）

避難口誘導灯 床上～上端 １,５００　以上

床上～中心

〃

〃

１,１００

１,３００スイッチ　（一般）

　　〃　　（身体障害者用）

コンセント（一般） ３００

コンセント（作業室等） 〃 機器類等により決定とする

３００

３００

電話アウトレット

直列ユニット

１,３００アッテネータ（一般）

〃

〃

〃

１,３００インターホン 〃

上記を基準とするが、施工前に打合せを行い、決定すること。

Ⅲ．設備機材等選定表（下記以外は監督員の承諾を得ること）

機　材　名 指　定　メ　ー　カ　ー

制御盤・端子盤類

受変電・配電盤類

同　　　上

戸　上 エナジ 日本高圧

三　菱 東　芝 日　立

三　菱 指　月 ニチコン

東　芝パナソニック岩　崎 三　菱遠　藤

パナソニック 東　芝 神　保 寺　田 アメリカン

土　井 フジプレ 日本資材関　根 杉　江 山一窯業

パナソニックＴＯＡ

明工社

JVCｹﾝｳｯﾄﾞ

パナソニック アイホン ケアコム

ＮＥＣ パナソニック 岩　通 日　立

パナソニック Ｄ　Ｘ 八　木 日本アンテナ マスプロ

能　美パナソニック ホーチキ ニッタン日本ドライケミカル

ＪＩＳマーク表示品、又はＪＩＳマーク表示許可工場

電線管、付属品類 ＪＩＳマーク表示品、又はＪＩＳマーク表示許可工場

照 明 器 具 類

配 線 器 具 類

放 送 機 器 類

イ ン タ ー ホ ン

電 話 機 器 類

テレビ共聴機器

火 災 報 知 機 器

電線ケーブル類

ハ ン ド ホ ー ル

高圧コンデンサ類

高圧気中開閉器

変 　 圧 　 器

新星電機 小林電機ﾋﾞｰﾃｯｸ その他山梨県配電盤工業協同組合加盟製造者

Ⅳ．工事における注意事項

２７取付高さ

機材の品質２８

・性能証明

　項　　　目

　本工事に必要な工事用電力、水等の費用及び官公署その他の関係機関への諸手続等

に要する費用は請負者の負担とする。

建設省大臣官房官庁営繕部監修の「工事写真の撮り方（最新版）建築設備編」による。

　１）引渡しを要するもの ・無し

・有（　鉄くず他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　２）引渡しを要するもの以外

・別途工事とする。 ・本工事とする。

　３）特別管理産業廃棄物　　　　　　　　

場外搬出とし、搬出及びその処理は

・有（ＰＣＢ使用機器：変圧器）成分検査により、下記判断とする。

ＰＣＢ使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引渡す。

　４）再利用又は再資源化を図るもの ・無し

・無し

・現場説明書による。

・有（現場監督職員の指示による）

・埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

・現場説明書による。 ・場外搬出処分とする。

　分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配線経路は、電線太さ、電線本数及び

管経等は監督職員の承諾を受けて変更しても差し支えない。

また、機械室等の床配線は図面上　ＰＦ管で記載している場合であっても、立上げ部

分等の露出配管部分は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。

　特記なき電線管は、合成樹脂可とう電線管（ＰＦ一重管）とし、ボックス及び附属

品等も樹脂製とする。露出配管はネジナシ電線管（ＥＰ）とする。

ただし雨線外の露出部分は、厚鋼電線管（ＺＧ）を使用すること。

　埋込形の盤類には、予備配管を設ける。［予備回路、×３までは（２２）相当を１

本、×４以上は（２２）相当を２本とし、予備スペ－ス１に対して（２８）相当を各

１本天井内まで立ち上げる］

予備（空）配管には、太さ１.２ｍｍ以上の被覆鉄線を挿入する。

下記の露出配管は塗装を行う。（プライマ－処理後、ＳＯＰ２回塗り指定色仕上）

・屋外（　　　　　　　　　　　　）・屋内（　　　　　　　　　　　　　）

施工に際して発生する建設副産物は、関係法令に従って適切に処理すること。

本設計図のうち、機器姿図等に記入の寸法・形状は参考とする。

盤類の鍵は、基本的に２００番とし、使い分けが必要な場合は５５０番と併用する。

遠方操作用押ボタンは、連用形とする。

・タンブラＪＩＳ連用大角形　　　・ネーム付（印刷文字）　　　・ワイド形

図面に特記なき場合は、コンセント　２Ｐ１５Ａ（接地極付）は、プラグ不要とする。

・プラグ収納形　　　・アップ形　　　・上下動形

フラッシプレート　　・金属製　　　　・樹脂製

フロアプレート　　　・砲金製　　　　・アルミ合金製

・ＯＡ対応形（大口）・片口形　　　　・両口形

・本工事　　　　　　・別途

　　特　　　　記　　　　事　　　　項

　屋外灯を除く接地極埋設個所には接地極埋設標（金属製・国土交通省形）を取付け

ること。

構内線路における埋設標の材質及びその個数は、図面に記載のない場合は次による。

・鉄製　　 ・コンクリート製

施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

・電子媒体により納品すること。
・納品時には、正副１部ずつを納品すること。
・使用する媒体は、ＣＤ－Ｒとする。ただし、やむを得ない理由がある場合に限り、
　ＤＶＤ－Ｒの使用も可とする。
・電子媒体に対して必ずウイルスチェックを行うこと。
　（ウイルス対策ソフトは特に指定しないが、最新のウイルスも検出できるように
　　最新のデータに更新したものを利用すること。）
・電子媒体には以下の情報を明記すること。
　　Ａ，工事名称
　　Ｂ，工事場所
　　Ｃ，契約番号
　　Ｄ，発注者担当部署名称
　　Ｅ，請負者名称
　　Ｆ，作成年月
　　Ｇ，何枚目／総枚数
　　Ｈ，ウイルスチェックに関する情報
　　Ｉ，ＣＤ－Ｒフォーマット形式
　　Ｊ，電子媒体の内容の原本性を証明するために、直接署名又は捺印を行う。
　　　・電子納品される写真データは、ＰＤＦ形式、エクセル等で編集したもので、
　　　　従来の印刷物写真と同様な確認ができるものとする。
　　　・写真データは、工種種別、撮影項目毎に分類し、工事の進捗に合わせて
　　　　編集し、容易に確認できるファイル名・フォルダ名を付して整理すること。
　　　・工事写真の検査は、電子データで検査することを原則とするが、印刷物
　　　　または電子データと併用で検査することも可能とし、その範囲は受発注者
　　　　との協議による。詳細については、別紙参照。
　　　・検査に使用する機器の準備と操作は、受注者が行うことを原則とする。
　　　・やむを得ない理由により、電子納品できない場合は、受発注者との
　　　　協議により、従来の印刷物による納品も可とする。
　　　・ここに定めなきことは、受発注者との協議により決定する。

　電線ケーブル類は、環境対策型「エコマテリアル」（ＥＭ）製品を使用する。

但し、既製品のない種類の物は監督職員の承諾を得ること。

ＥＭ電線等で規格等の記載のないものは、ハロゲン及び鉛を含まない材料に

より構成されているものとし、次の記号、仕様による。

発生材の処理

工事写真

・水・その他

工事用電力

５

４

３

６ 残土処理

電線本数管路７

施工図等の取扱い

保安器用接地

ローテンション

アウトレット

接地極埋設標

地中線の埋設標

プレートの材質

コンセント

スイッチ

電磁開閉器用

盤類の鍵

寸法・形状

産廃物の適正処理

フロアコンセント

導入線

予備配管

使用電線管

金属製電線管の

塗装

工事写真の取扱い２５

２４

２３

２２

２１

１９

１８

１７

１６

１５

１４

１３

１２

１０

１１

９

８

など

環境対策型製品

（線ケーブル類）

２６

　項　　　目

グリーン購入法に該当する品目は、その判断基準よる仕様を満足すること。グリーン購入法

機　材　等

　項　　　目

　本工事に使用する設備機材等は、設計図書（「設備機材等選定表」を含む）に規定

するもの又は、これらと同等なものとする。ただし、これらと同等のものとする場合

は、監督員の承諾を受ける。

　　特　　　　記　　　　事　　　　項

　化学物質を発散する建築材料等はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチル

ベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

尚、ホルムアルデヒドを発散しないものとはＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆表示

建築材料を、ホルムアルデヒドの発散が極めて少ないものとはＪＩＳ及びＪＡＳの

Ｆ☆☆☆表示建築材料又は同等品を云い、原則としてＦ☆☆☆☆表示建築材料を使用

するものとするが、該当する材料等がない場合は、Ｆ☆☆☆表示建築材料又は同等品

を使用するものとする。

２

１

３．工　事　種　目　（○印のついたものを適用する）

建物別及び屋外

工　事　種　目 その他

工　　　　　事　　　　　種　　　　　別

備　　考屋外

２０

改修一式

改修一式

改修一式

改修一式

図中特記なきシンボル等はＪＩＳ－Ｃ－０３０３－００に準拠。（細目は、平面図等による。）

５．凡　例

記　号

ＥＭ－ＵＴＰ

ＥＭ－ＣＥＥＳ

ＥＭ－ＭＥＥＳ

ＪＩＳ　Ｘ　５１５０（ＵＴＰ）に準じ、シースにＪＣＳ規格
によるＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

ＪＩＳ　Ｘ　４２５８　Ｄ（制御用ケーブル（遮へい付））に準じ、絶縁材及び
シースにＪＣＳ規格によるＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

ＪＣＳ　２７１（ＭＶＶＳ）に準じ、シースにＪＣＳ規格による
ＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

　仕　　　　　　様

１．共通仕様

　　　工事仕様書を適用する。

　　　尚、機械設備工事の工事仕様書及び建築工事の工事仕様書は、各々電気設備工事に準ずる。

Ⅱ．工事仕様

（１）図面及び特記仕様に記載されてない事項は、全て下記による。

　１）国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書　　（電気設備工事編・最新年度版）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編・最新年度版）」

　　　　　　　　　　　　　　　　及び「公共建築設備工事標準図　　（電気設備工事編・最新年度版）」

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの

　　　設計図書、工事契約書による。

２．工事範囲

３．提出書類

　　　工事契約書及び監督員の指示するもの。（○印の付いたものを適用する）

○工程表 ○施工計画書 ○設備機材等選定表

○工程写真　 ○完成写真　 ○試験成績書

○保証書類 ○取扱説明書　 ○届出書類の控え

○その他監督員の指示するもの

○機器材納品書

○機器類完成図

○機器類製作図 ○施工図面

○完成図面

○工事日報

４．特記仕様

（１）項目は番号に○印の付いたものを適用する。

（２）特記事項において選択する内容の事項は、○印の付いたものを適用する。

（３）その他細部については、監督員の指示による。

（注記：延床面積は建築基準法による表記）

　設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は、外部機

関（社）公共建築協会他が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。

ただし、ＪＩＳ（日本工業規格）に該当するものであることを示す表示のある機材を

使用する場合及びあらかじめ監督職員の承諾を受けた場合には、資料の提出を省略す

但し、製作盤等は、評価名簿以外に山梨県特定盤メーカーとする。

・機材メーカーに拠る施工要領で禁止事項及び注意義務は施工者の責任施工とする。

・ケ－ブル配線等、防火区画貫通個所は、耐火処置を施すこと。

・屋外（多湿所）に使用するプルボックス、支持金物及びビス類はステンレス製とす

　ること。

・波付硬質ポリエチレン管（ＦＥＰ）は難燃性製品を使用すること。

・波付硬質ポリエチレン管より建物、盤及び露出立上がり箇所は、異種管接続材を使

　用し、厚鋼電線管等にて施工すること。（耐震処置例による）

・屋外より地下ピットへの配管飛込み部分は、つば付スリーブ、防水用止水材を使用

　し防水処置を行う。

・地中配管口には、湿気、泥水、小動物及び危険性ガス等が浸入せぬ様、管口止水材

　（パテ、シール等）を使用すること。

・建築構造上のエキスパンジョイント箇所は、配線上支障なき様処置すること。

・ハンドホ－ル、プルボックス内では、ケ－ブル本数及び、点検等を考慮しケ－ブル

　支持金物などを設ける。

・ハンドホ－ル、幹線用プルボックス及び、分電盤等要所の電線等には、プラスチッ

　ク製の名札を取付け、配線サイズ、系統種別、行先、施工年月日及び施工者名を刻

　印表示する。

・断熱施工する外壁面取付の位置ボックスには、結露防止材を使用すること。

・図面に特別指示なくも技術上、構造上、美観上当然必要とみとめられるものは、請

　負者負担において、良心的に行うものとする。

・引込み取付け点は、電力会社、ＮＴＴ等関係担当員と協議の上決定する。

・「暴力団排除条例の施工に伴う、公共工事からの暴力団排除」を目的として

受注者は、下請負者を用いる場合には、金額・工種の如何にかかわらず、末端の

下請負業者まで反映させた、「下請施工体系図」を作成し、遺漏・誤謬が無いよう

記載内容を十分確認の上、遅滞なく監督員へ提出するものとする。

また、提出した「下請施工体系図」の内容に変更が生じた場合は、その都度変更

するものとし、遅滞なく監督員へ提出するものとする。

なお、提出は打合せ簿によるものとする。

ることができる。共通仕様書によるＪＩＳ、ＪＥＣ、ＪＥＭ等の基準に該当するもの

はその適合品とし、それ以外は国土交通大臣官房官庁営繕部監修の、建築材料設備機

材等品質性能評価事業設備機材等評価名簿（最新版）による。

電 気 設 備 仕 様 書

構　造 階　　　　数建　物　名　称
消防法施行令
別表第一（㎡）

延床面積

テニスコート

備　考

２．建物概要

１．工事場所 韮崎市四丁目地内
Ⅰ．工事概要

配管配線工事
照明制御盤設置工事
照明器具設置工事
撤去工事

電気設備

作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名

N.S

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託

電気設備工事特記仕様書

E-01

　　特　　　　記　　　　事　　　　項

壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

名　　　　称 測　　点 取付高さ［ｍｍ］

床上～中心

　　〃　　

２,１００

２,５００

鏡上端～中心 １５０

ブラケット（一般）

　　〃　　（踊場）

　　〃　　（鏡上）

避難口誘導灯 床上～上端 １,５００　以上

床上～中心

〃

〃

１,１００

１,３００スイッチ　（一般）

　　〃　　（身体障害者用）

コンセント（一般） ３００

コンセント（作業室等） 〃 機器類等により決定とする

３００

３００

電話アウトレット

直列ユニット

１,３００アッテネータ（一般）

〃

〃

〃

１,３００インターホン 〃

上記を基準とするが、施工前に打合せを行い、決定すること。

Ⅲ．設備機材等選定表（下記以外は監督員の承諾を得ること）

機　材　名 指　定　メ　ー　カ　ー

制御盤・端子盤類

受変電・配電盤類

同　　　上

戸　上 エナジ 日本高圧

三　菱 東　芝 日　立

三　菱 指　月 ニチコン

東　芝パナソニック岩　崎 三　菱遠　藤

パナソニック 東　芝 神　保 寺　田 アメリカン

土　井 フジプレ 日本資材関　根 杉　江 山一窯業

パナソニックＴＯＡ

明工社

JVCｹﾝｳｯﾄﾞ

パナソニック アイホン ケアコム

ＮＥＣ パナソニック 岩　通 日　立

パナソニック Ｄ　Ｘ 八　木 日本アンテナ マスプロ

能　美パナソニック ホーチキ ニッタン日本ドライケミカル

ＪＩＳマーク表示品、又はＪＩＳマーク表示許可工場

電線管、付属品類 ＪＩＳマーク表示品、又はＪＩＳマーク表示許可工場

照 明 器 具 類

配 線 器 具 類

放 送 機 器 類

イ ン タ ー ホ ン

電 話 機 器 類

テレビ共聴機器

火 災 報 知 機 器

電線ケーブル類

ハ ン ド ホ ー ル

高圧コンデンサ類

高圧気中開閉器

変 　 圧 　 器

新星電機 小林電機ﾋﾞｰﾃｯｸ その他山梨県配電盤工業協同組合加盟製造者

Ⅳ．工事における注意事項

２７取付高さ

機材の品質２８

・性能証明

　項　　　目

　本工事に必要な工事用電力、水等の費用及び官公署その他の関係機関への諸手続等

に要する費用は請負者の負担とする。

建設省大臣官房官庁営繕部監修の「工事写真の撮り方（最新版）建築設備編」による。

　１）引渡しを要するもの ・無し

・有（　鉄くず他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　２）引渡しを要するもの以外

・別途工事とする。 ・本工事とする。

　３）特別管理産業廃棄物　　　　　　　　

場外搬出とし、搬出及びその処理は

・有（ＰＣＢ使用機器：変圧器）成分検査により、下記判断とする。

ＰＣＢ使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引渡す。

　４）再利用又は再資源化を図るもの ・無し

・無し

・現場説明書による。

・有（現場監督職員の指示による）

・埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

・現場説明書による。 ・場外搬出処分とする。

　分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配線経路は、電線太さ、電線本数及び

管経等は監督職員の承諾を受けて変更しても差し支えない。

また、機械室等の床配線は図面上　ＰＦ管で記載している場合であっても、立上げ部

分等の露出配管部分は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。

　特記なき電線管は、合成樹脂可とう電線管（ＰＦ一重管）とし、ボックス及び附属

品等も樹脂製とする。露出配管はネジナシ電線管（ＥＰ）とする。

ただし雨線外の露出部分は、厚鋼電線管（ＺＧ）を使用すること。

　埋込形の盤類には、予備配管を設ける。［予備回路、×３までは（２２）相当を１

本、×４以上は（２２）相当を２本とし、予備スペ－ス１に対して（２８）相当を各

１本天井内まで立ち上げる］

予備（空）配管には、太さ１.２ｍｍ以上の被覆鉄線を挿入する。

下記の露出配管は塗装を行う。（プライマ－処理後、ＳＯＰ２回塗り指定色仕上）

・屋外（　　　　　　　　　　　　）・屋内（　　　　　　　　　　　　　）

施工に際して発生する建設副産物は、関係法令に従って適切に処理すること。

本設計図のうち、機器姿図等に記入の寸法・形状は参考とする。

盤類の鍵は、基本的に２００番とし、使い分けが必要な場合は５５０番と併用する。

遠方操作用押ボタンは、連用形とする。

・タンブラＪＩＳ連用大角形　　　・ネーム付（印刷文字）　　　・ワイド形

図面に特記なき場合は、コンセント　２Ｐ１５Ａ（接地極付）は、プラグ不要とする。

・プラグ収納形　　　・アップ形　　　・上下動形

フラッシプレート　　・金属製　　　　・樹脂製

フロアプレート　　　・砲金製　　　　・アルミ合金製

・ＯＡ対応形（大口）・片口形　　　　・両口形

・本工事　　　　　　・別途

　　特　　　　記　　　　事　　　　項

　屋外灯を除く接地極埋設個所には接地極埋設標（金属製・国土交通省形）を取付け

ること。

構内線路における埋設標の材質及びその個数は、図面に記載のない場合は次による。

・鉄製　　 ・コンクリート製

施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

・電子媒体により納品すること。
・納品時には、正副１部ずつを納品すること。
・使用する媒体は、ＣＤ－Ｒとする。ただし、やむを得ない理由がある場合に限り、
　ＤＶＤ－Ｒの使用も可とする。
・電子媒体に対して必ずウイルスチェックを行うこと。
　（ウイルス対策ソフトは特に指定しないが、最新のウイルスも検出できるように
　　最新のデータに更新したものを利用すること。）
・電子媒体には以下の情報を明記すること。
　　Ａ，工事名称
　　Ｂ，工事場所
　　Ｃ，契約番号
　　Ｄ，発注者担当部署名称
　　Ｅ，請負者名称
　　Ｆ，作成年月
　　Ｇ，何枚目／総枚数
　　Ｈ，ウイルスチェックに関する情報
　　Ｉ，ＣＤ－Ｒフォーマット形式
　　Ｊ，電子媒体の内容の原本性を証明するために、直接署名又は捺印を行う。
　　　・電子納品される写真データは、ＰＤＦ形式、エクセル等で編集したもので、
　　　　従来の印刷物写真と同様な確認ができるものとする。
　　　・写真データは、工種種別、撮影項目毎に分類し、工事の進捗に合わせて
　　　　編集し、容易に確認できるファイル名・フォルダ名を付して整理すること。
　　　・工事写真の検査は、電子データで検査することを原則とするが、印刷物
　　　　または電子データと併用で検査することも可能とし、その範囲は受発注者
　　　　との協議による。詳細については、別紙参照。
　　　・検査に使用する機器の準備と操作は、受注者が行うことを原則とする。
　　　・やむを得ない理由により、電子納品できない場合は、受発注者との
　　　　協議により、従来の印刷物による納品も可とする。
　　　・ここに定めなきことは、受発注者との協議により決定する。

　電線ケーブル類は、環境対策型「エコマテリアル」（ＥＭ）製品を使用する。

但し、既製品のない種類の物は監督職員の承諾を得ること。

ＥＭ電線等で規格等の記載のないものは、ハロゲン及び鉛を含まない材料に

より構成されているものとし、次の記号、仕様による。

発生材の処理

工事写真

・水・その他

工事用電力

５

４

３

６ 残土処理

電線本数管路７

施工図等の取扱い

保安器用接地

ローテンション

アウトレット

接地極埋設標

地中線の埋設標

プレートの材質

コンセント

スイッチ

電磁開閉器用

盤類の鍵

寸法・形状

産廃物の適正処理

フロアコンセント

導入線

予備配管

使用電線管

金属製電線管の

塗装

工事写真の取扱い２５

２４

２３

２２

２１

１９

１８

１７

１６

１５

１４

１３

１２

１０

１１

９

８

など

環境対策型製品

（線ケーブル類）

２６

　項　　　目

グリーン購入法に該当する品目は、その判断基準よる仕様を満足すること。グリーン購入法

機　材　等

　項　　　目

　本工事に使用する設備機材等は、設計図書（「設備機材等選定表」を含む）に規定

するもの又は、これらと同等なものとする。ただし、これらと同等のものとする場合

は、監督員の承諾を受ける。

　　特　　　　記　　　　事　　　　項

　化学物質を発散する建築材料等はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチル

ベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

尚、ホルムアルデヒドを発散しないものとはＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆表示

建築材料を、ホルムアルデヒドの発散が極めて少ないものとはＪＩＳ及びＪＡＳの

Ｆ☆☆☆表示建築材料又は同等品を云い、原則としてＦ☆☆☆☆表示建築材料を使用

するものとするが、該当する材料等がない場合は、Ｆ☆☆☆表示建築材料又は同等品

を使用するものとする。

２

１

３．工　事　種　目　（○印のついたものを適用する）

建物別及び屋外

工　事　種　目 その他

工　　　　　事　　　　　種　　　　　別

備　　考屋外

２０

改修一式

改修一式

改修一式

改修一式

図中特記なきシンボル等はＪＩＳ－Ｃ－０３０３－００に準拠。（細目は、平面図等による。）

５．凡　例

記　号

ＥＭ－ＵＴＰ

ＥＭ－ＣＥＥＳ

ＥＭ－ＭＥＥＳ

ＪＩＳ　Ｘ　５１５０（ＵＴＰ）に準じ、シースにＪＣＳ規格
によるＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

ＪＩＳ　Ｘ　４２５８　Ｄ（制御用ケーブル（遮へい付））に準じ、絶縁材及び
シースにＪＣＳ規格によるＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

ＪＣＳ　２７１（ＭＶＶＳ）に準じ、シースにＪＣＳ規格による
ＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

　仕　　　　　　様

１．共通仕様

　　　工事仕様書を適用する。

　　　尚、機械設備工事の工事仕様書及び建築工事の工事仕様書は、各々電気設備工事に準ずる。

Ⅱ．工事仕様

（１）図面及び特記仕様に記載されてない事項は、全て下記による。

　１）国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書　　（電気設備工事編・最新年度版）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編・最新年度版）」

　　　　　　　　　　　　　　　　及び「公共建築設備工事標準図　　（電気設備工事編・最新年度版）」

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの

　　　設計図書、工事契約書による。

２．工事範囲

３．提出書類

　　　工事契約書及び監督員の指示するもの。（○印の付いたものを適用する）

○工程表 ○施工計画書 ○設備機材等選定表

○工程写真　 ○完成写真　 ○試験成績書

○保証書類 ○取扱説明書　 ○届出書類の控え

○その他監督員の指示するもの

○機器材納品書

○機器類完成図

○機器類製作図 ○施工図面

○完成図面

○工事日報

４．特記仕様

（１）項目は番号に○印の付いたものを適用する。

（２）特記事項において選択する内容の事項は、○印の付いたものを適用する。

（３）その他細部については、監督員の指示による。

（注記：延床面積は建築基準法による表記）

　設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は、外部機

関（社）公共建築協会他が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。

ただし、ＪＩＳ（日本工業規格）に該当するものであることを示す表示のある機材を

使用する場合及びあらかじめ監督職員の承諾を受けた場合には、資料の提出を省略す

但し、製作盤等は、評価名簿以外に山梨県特定盤メーカーとする。

・機材メーカーに拠る施工要領で禁止事項及び注意義務は施工者の責任施工とする。

・ケ－ブル配線等、防火区画貫通個所は、耐火処置を施すこと。

・屋外（多湿所）に使用するプルボックス、支持金物及びビス類はステンレス製とす

　ること。

・波付硬質ポリエチレン管（ＦＥＰ）は難燃性製品を使用すること。

・波付硬質ポリエチレン管より建物、盤及び露出立上がり箇所は、異種管接続材を使

　用し、厚鋼電線管等にて施工すること。（耐震処置例による）

・屋外より地下ピットへの配管飛込み部分は、つば付スリーブ、防水用止水材を使用

　し防水処置を行う。

・地中配管口には、湿気、泥水、小動物及び危険性ガス等が浸入せぬ様、管口止水材

　（パテ、シール等）を使用すること。

・建築構造上のエキスパンジョイント箇所は、配線上支障なき様処置すること。

・ハンドホ－ル、プルボックス内では、ケ－ブル本数及び、点検等を考慮しケ－ブル

　支持金物などを設ける。

・ハンドホ－ル、幹線用プルボックス及び、分電盤等要所の電線等には、プラスチッ

　ク製の名札を取付け、配線サイズ、系統種別、行先、施工年月日及び施工者名を刻

　印表示する。

・断熱施工する外壁面取付の位置ボックスには、結露防止材を使用すること。

・図面に特別指示なくも技術上、構造上、美観上当然必要とみとめられるものは、請

　負者負担において、良心的に行うものとする。

・引込み取付け点は、電力会社、ＮＴＴ等関係担当員と協議の上決定する。

・「暴力団排除条例の施工に伴う、公共工事からの暴力団排除」を目的として

受注者は、下請負者を用いる場合には、金額・工種の如何にかかわらず、末端の

下請負業者まで反映させた、「下請施工体系図」を作成し、遺漏・誤謬が無いよう

記載内容を十分確認の上、遅滞なく監督員へ提出するものとする。

また、提出した「下請施工体系図」の内容に変更が生じた場合は、その都度変更

するものとし、遅滞なく監督員へ提出するものとする。

なお、提出は打合せ簿によるものとする。

ることができる。共通仕様書によるＪＩＳ、ＪＥＣ、ＪＥＭ等の基準に該当するもの

はその適合品とし、それ以外は国土交通大臣官房官庁営繕部監修の、建築材料設備機

材等品質性能評価事業設備機材等評価名簿（最新版）による。

電 気 設 備 仕 様 書

構　造 階　　　　数建　物　名　称
消防法施行令
別表第一（㎡）

延床面積

テニスコート

備　考

２．建物概要

１．工事場所 韮崎市四丁目地内
Ⅰ．工事概要

配管配線工事
照明制御盤設置工事
照明器具設置工事
撤去工事

電気設備



外灯　低ポール照明

コンクリート基礎W400×H500

EGL04045/LSAN9＋PGL37（参考）

GL▽

照　明　柱　姿　図　　S=1:30

アルミダイカスト

ステンレス t3

アルミダイカスト

強化ガラス t4

組込品

部番
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5

数

1

1

6

1

1

部 品 名 材質・材厚 備　　考

本体

取付台座

反射鏡

前面カバー

電源装置

塗装
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鏡面仕上
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A矢視図

昼白色（5,000K）

40,000時間 (光束維持率95%)

44,500lm

IP65

ダークグレー 　日塗工N-30半艶

光源色

LEDモジュール寿命

定格光束

保護等級

仕上色

初期照度補正機能付き

Ra 70平均演色評価数

入力電圧

200

電気特性表

( V )

周波数

50 / 60

( Hz )

1.56

点灯初期時

(最小値)

入力電流 ( A )

1.60

点灯４万時間

経過時

1.64

点灯４万時間

平均値
(最大値)

307

点灯初期時

(最小値)

入力電力 ( W )

316

点灯４万時間

経過時

325

点灯４万時間

平均値
(最大値)

 テニスコート専用照明詳細図  S=1/5 

重耐塩塗装
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アダプタ：φ76.3×200L
　　　　　　　STK400

2灯用アーム:φ60.5×t3.2
　　　　　　　STK400
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φ89.1 t4.2
　　　　　　　STK400
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電源穴：150×65(貫通)

LED照明器具　２灯用
(電源ユニット内蔵形)
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　　　　　　　STK400

2灯用アーム:φ60.5×t3.2
　　　　　　　STK400

 2灯用 

φ89.1 t4.2
　　　　　　　STK400

2.5°

電源穴：150×65(貫通)

300

ＬＥＤ照明器具：　ＥＴ３０００１／ＮＳＡＪ２（参考）

作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名

1：30

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託

照明器具姿図

E-02

消費電力：７．５Ｗ（１００Ｖ）

寿　　　　命：６００００時間

光　源　色：２７００Ｋ

演　色　性：Ｒａ８０

質　　　　量：３．１ｋｇ

定格光束：５５０ｌｍ



F

F

照明用押し釦（小窓）

（カバー鍵付）

コンセント

基礎

ＧＬ▽ 2
0
0

1
,
3
0
0
（

程
度

）

自動点滅器

2
0
0

1000

150 150

700

1
6
0
0

2
0
0

2
0
0

基礎

注記）
１、盤及び基礎サイズは参考とする。（盤サイズが決まり次第基礎サイズは確認すること）

D13＠300 D13＠300

　照明制御盤盤　

屋外SUS製 自立型
指定色塗装

1,950 テニスコートNo.1 ２Ｐ ５０ ２０

１４°

1φ200V
テニスコートNo.2 ２Ｐ ５０ ２０1,950

受変電設備より

テニスコートNo.3 ２Ｐ ５０ ２０1,950

テニスコートNo.4 ２Ｐ ５０ ２０1,950

テニスコートNo.5 ２Ｐ ５０ ２０1,950

ＭＣＢ３Ｐ
５０／５０Ａ

3,900合計

23.7 アプローチ灯 ２Ｐ ５０ ２０ ４－１ TR+ｿｰﾗ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

盤面押し釦にて点灯

盤面押し釦にて点灯

盤面押し釦にて点灯

盤面押し釦にて点灯

盤面押し釦にて点灯

自動点滅器＋
ソーラータイマー２４H（停電補償付）

コンセント他電源

予備

予備

２Ｐ ５０ ２０

２Ｐ ５０ ２０

２Ｐ ５０ ２０

盤側面にコンセント（カバ-付）
2P15A×2ET＋カバー（WN7863K ）

合計 5,850

１４°

1φ200V
受変電設備より

ＭＣＢ３Ｐ
５０／５０Ａ

300

1,000

1,000

合計　12,073.7　VA

作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名

1：200

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託

照明制御盤　結線図

E-03

制御方式、スイッチ記号は公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（最新版）による。
分岐開閉器はＪＩＳ協約形コンパクトタイプとする。

分 岐  開  閉  器
盤　名　称　　　主幹開閉器 負荷容量

負　荷　名　称
備　　考電　源　方　式

M C C B E L C B R - R Y A F A Tキャビネット方式 1 0 0 2 0 0

スイッチ

V V
ＫＷＶＡ

操作 操作

制御制御

方式
回路番号

　主幹ブレーカは中性線欠相保護付きとする。

1

2

3

4

5

1

2

3

4



28
50

有効12000

35
00

50
0

有効4000

8000

6,075 10,970 6,000 10,970 6,000 10,970 6,000 10,970 6,000 10,970 6,075

91,000

8
,1
1
5

2
3
,7
7
0

8
,1
1
5

N

管理棟

観覧席 本部席エリア 観覧席

管理通路

管理通路

こどもひろば

さくらひろば

ポケットパーク1ポケットパーク4

汚

汚

汚 汚

汚

汚

止

止

制

制

電気

制

NTT 東幹左3 右4東電　下宿123

g

g

g

g

g
g

As

As

As

As

As

As

As

g

g

g

c

c

トイレ

81

205
206

207
208

209

210 211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

c

As

340.73

342.24

341.58

341.66

342.18

342.06

341.76

342.24

340.69

341.09

341.05

341.07

341.03

340.40 340.41

340.44

340.45

344.35

343.73

341.07

340.51

343.30

341.11

340.55

341.02

340.54

342.48

340.74

340.74

340.50

340.82

340.82

340.96

340.93

340.72 341.01

341.04
340.83

341.15

341.10

341.10

340.86

341.20

341.01

340.57

341.28 341.03

340.63

340.50

340.99

c c

2T1

2T14

2T19

既存縁石ライン

照明No.1系：EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30） 照明No.2系：EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30） 照明No.3系：EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30） 照明No.4系：EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30） 照明No.5系：EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30）

照明No.1～3系幹線：
EM-CE2°-3C×3、E2.0（FEP50）
照明No.4～5系他幹線：
EM-CE2°-3C×3（FEP50）

H1-6H2-9

テニスコート用照明器具　１灯用（機器姿図参照）

テニスコート用照明器具　２灯用（機器姿図参照）

H2-9

照明制御盤（単線結線図参照）

H1-6

外灯　低ポール照明（機器姿図参照）

ハンドホール　Ｈ１－６　Ｒ２Ｋ－６０

ハンドホール　Ｈ２－９　Ｒ２Ｋ－６０

　凡　例　

注記）
１、受変電設備から第一ハンドホール間は既設埋設配管を使用する。位置については確認の上施工すること。
２、テニスコート用照明及び外灯は位置確認の上施工すること。
３、テニスコート用照明については照度分布図作成し、照度測定を行うこと。
４、テニスコート用照明のポールに巻くクッションは土木工事にて取り付けること。
５、各接地は既設受変電設備の接地に接続すること。
６、観客席エリアのハンドホール、配管の詳細埋設位置は施工図により現場協議を行うこと。

（ハンドホールに埋設標　　　取付）

（ハンドホールに埋設標　　　取付）

既設FEP配管接続

作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名

1：200

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託

新設　照明設備図

E-04

HH

H

H

H

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5No.1 No.2 No.3 No.4 No.5

No.1 No.1 No.2 No.2 No.3 No.3 No.4 No.4 No.5 No.5

No.1 No.1 No.2 No.2 No.3 No.3 No.4 No.4 No.5 No.5

照明No.1系：EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30）
照明No.2系：EM-CE2°-3C（同上配管内）

照明No.1系：EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30）
照明No.2系：EM-CE2°-3C（同上配管内）

照明No.1系幹線：EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30）

照明No.2系：EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30）
照明No.3系：EM-CE2°-3C（同上配管内）

照明No.2系：EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30）
照明No.3系：EM-CE2°-3C（同上配管内）

照明No.2系幹線：EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30）
照明No.3系幹線：EM-CE2°-3C（同上配管内）

照明No.3系：EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30）
照明No.4系：EM-CE2°-3C（同上配管内）

照明No.3系：EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30）
照明No.4系：EM-CE2°-3C（同上配管内）

照明No.4系：EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30）
照明No.5系：EM-CE2°-3C（同上配管内）

照明No.4系：EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30）
照明No.5系：EM-CE2°-3C（同上配管内）

照明No.4系幹線：EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30）
照明No.5系幹線：EM-CE2°-3C（同上配管内）

照明No.1系：EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30）

照明No.1系：EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30）

照明No.5系：EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30）

照明No.5系：EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30）

EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30）

EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30）

照明制御盤 照明No.1～5系幹線：
　EM-CET14°×2、E5.5°×2（FEP80）
　予備配管 　 　　　　　　（FEP50）
外灯用
　EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30）

EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30）

照明No.3系幹線：EM-CE2°-3C、E2.0（FEP30）

照明No.1～5系幹線：
　EM-CET14°×2、E5.5°×2（既設FEP80）
　予備配管　　 　　　   　（既設FEP80）
　予備配管　　 　　　   　（既設FEP50）

既設受変電設備
　既設　テニスコート照明　
　MCB3P225/125A×2に接続



撤去　CV14°-2C（既設管内）×2

撤去
CV60°-3C（FEP50）×2　露出（フェンス取付）

（配管配線撤去）

（配線のみ撤去）

（配線のみ撤去）

（配線のみ撤去）

（配線のみ撤去）
（配線のみ撤去）

（配線のみ撤去）

（配線のみ撤去）

撤去
受変電設備２面体

既設受変電設備

既設ハンドホール

撤去ハンドホール

撤去ハンドホール

注記）
１、既設照明器具、配管配線を確認し、撤去とする。
２、地中埋設配管は基本残置とするが、造成作業中に撤去可能であれば撤去とする。
３、照明器具・コンクリート柱及び付属機器類、露出配管は撤去とする。
４、撤去する受変電設備はＰＣＢ機器等調査し適切に処分すること。（基礎は残置とし配管穴等は穴埋め処理する）

50
0

格納箱

2T14

2T1

c

審判台審判台

c

縞鋼板

インターロッキング

M

トイレ

c

c

c

c

c

c

c

g

g

g

As

As

As

As

As

As

g

g

g

g
g

g

g

g

g

g

(グランド)

テニスコート

椅子椅子

倉庫

ベンチ

ベンチ ベンチ ベンチ ベンチ ベンチ ベンチ

散水栓

制

ベンチベンチ ベンチベンチベンチ

ベンチベンチ

ベンチ

ベンチ

ベンチ

ベンチ

ベンチ

ベンチ

ベンチ

止ベンチ

花壇花壇花壇花壇花壇花壇花壇花壇花壇花壇花壇

バルブ

蛇口

ベンチ

蛇口

不凍栓

散

制

制

制

止

止

汚

汚

汚汚

汚

汚

バルブ

cc

c

c

審判台審判台

縞鋼板

As
c

c

As

As

g
g

g

g

g

g

(人工芝)

テニスコート

東電　下宿123
NTT 東幹左3 右4

物置

ベンチ

ベンチ

ベンチベンチ

ベンチ

ベンチ

ベンチ

物置
倉庫

バルブ

バルブ

水飲み場

蛇口

電気

管理棟

既存縁石ライン

電気

2T19

こどもひろば

ポケットパーク1

作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名

1：200

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託

撤去　照明設備図

E-05

H

H

H

撤去
投光器１０００W×６
コンクリート柱15ｍ

撤去
投光器１０００W×６
コンクリート柱15ｍ

撤去
投光器１０００W×６
コンクリート柱15ｍ

撤去
投光器１０００W×６
コンクリート柱15ｍ

撤去　CV14°-2C（既設管内）

撤去　CV14°-2C（既設管内）

撤去　CV14°-2C（既設管内）

撤去　CV14°-2C（既設管内）

撤去　CV14°-2C（既設管内）×4

撤去
分電盤　露出型
ELB2P225/175A×1
MCB2P50A×4
MCB2P30A×1
MCB2P20A×2

撤去
照明制御盤　露出型
ELB2P125100A×2
MCB2P50A×4
MCB2P30A×2

撤去
CV60°-3C×2（既設FEP80）地中埋設

撤去立上り部ボックス

撤去　CV14°-2C（既設管内）×4

撤去　外灯（ポール共）
撤去　外灯（ポール共）

撤去　外灯（ポール共）

撤去　外灯（ポール共）

As



( JISⅢ、鋼管H=6m )

( JISⅢ、鋼管H=6m )

( JISⅢ、鋼管H=6m )

(注記)

1. 曲線上の数値は、維持水平面照度を示す。　単位:(lx)

2. 計算は平面とし、障害物等の影響は考慮しないものとする。

3. 地面の反射率は15%(芝)とする。

4. 光束は器具単体の値とする。

照明器具形式

光　束(lm)

保　守　率

灯　高 (m)

凡　例

光　　　源

数　量（台）

アクセサリ

出　幅 (m)

ET30001/NSAJ2

44,500

6.3

6

な し

(器具角度15)

ET30001/NSAJ2 ×2

昼白色LED

44,500 ×2

0.93

6.3

8

な し

(器具角度15)

6.3

4

な し

(器具角度15)

0.3 0.3 0.3

維持平均照度(lx)

照度均斉度(最小/平均)

照度・GR及び計算範囲

GR最大値

323

0.71

576 ㎡

48.7

264

0.59

50.4

325

0.71

576 ㎡

45.9

576 ㎡

②① ③

ET30001/NSAJ2 ×2

44,500 ×2

200 以上

0.50 以上

区分　Ⅲ

55 以下

JIS照度基準

点灯：　　　　　

(注記)

1. 曲線上の数値は、維持水平面照度を示す。　単位:(lx)

2. 計算は平面とし、障害物等の影響は考慮しないものとする。

3. 地面の反射率は15%(芝)とする。

4. 光束は器具単体の値とする。

照明器具形式

光　束(lm)

保　守　率

灯　高 (m)

凡　例

光　　　源

数　量（台）

アクセサリ

出　幅 (m)

ET30001/NSAJ2

44,500

6.3

6

な し

(器具角度15)

ET30001/NSAJ2 ×2

昼白色LED

44,500 ×2

0.93

6.3

8

な し

(器具角度15)

6.3

4

な し

(器具角度15)

0.3 0.3 0.3

維持平均照度(lx)

照度均斉度(最小/平均)

照度・GR及び計算範囲

GR最大値

222

0.53

45.9

576 ㎡

①

ET30001/NSAJ2 ×2

44,500 ×2

200 以上

0.50 以上

区分　Ⅲ

55 以下

JIS照度基準

点灯：　　　　　 消灯：　　　　　

70
°

7
0°

(注記)

1. 曲線上の数値は、維持水平面照度を示す。　単位:(lx)

2. 計算は平面とし、障害物等の影響は考慮しないものとする。

3. 地面の反射率は15%(芝)とする。

4. 光束は器具単体の値とする。

照明器具形式

光　束(lm)

保　守　率

灯　高 (m)

凡　例

光　　　源

数　量（台）

アクセサリ

出　幅 (m)

ET30001/NSAJ2

44,500

6.3

6

な し

(器具角度15)

ET30001/NSAJ2 ×2

昼白色LED

44,500 ×2

0.93

6.3

8

な し

(器具角度15)

6.3

4

な し

(器具角度15)

0.3 0.3 0.3

維持平均照度(lx)

照度均斉度(最小/平均)

照度・GR及び計算範囲

GR最大値

247

0.52

576 ㎡

44.9

③

ET30001/NSAJ2 ×2

44,500 ×2

200 以上

0.50 以上

区分　Ⅲ

55 以下

JIS照度基準

点灯：　　　　　 消灯：　　　　　

7
0°

(注記)

1. 曲線上の数値は、維持水平面照度を示す。　単位:(lx)

2. 計算は平面とし、障害物等の影響は考慮しないものとする。

3. 地面の反射率は15%(芝)とする。

4. 光束は器具単体の値とする。

照明器具形式

光　束(lm)

保　守　率

灯　高 (m)

凡　例

光　　　源

数　量（台）

アクセサリ

出　幅 (m)

ET30001/NSAJ2

44,500

6.3

6

な し

(器具角度15)

ET30001/NSAJ2 ×2

昼白色LED

44,500 ×2

0.93

6.3

8

な し

(器具角度15)

6.3

4

な し

(器具角度15)

0.3 0.3 0.3

維持平均照度(lx)

照度均斉度(最小/平均)

照度・GR及び計算範囲

GR最大値

ET30001/NSAJ2 ×2

44,500 ×2

200 以上

0.50 以上

区分　Ⅲ

55 以下

JIS照度基準

247

0.52

576 ㎡

44.9

②

点灯：　　　　　 消灯：　　　　　

7
0°

照 度 分 布 図 　 全 点 灯  　 S = 1 : 1 5 0 照 度 分 布 図 　 ② 点 灯  　 S = 1 : 1 5 0

照 度 分 布 図 　 ③ 点 灯  　 S = 1 : 1 5 0照 度 分 布 図 　 ① 点 灯  　 S = 1 : 1 5 0

( JISⅢ、鋼管H=6m )
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作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名 市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託

照度分布図（参考）
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注記３）　・　　　　は地中埋設標（鉄製）を示す。　　

注記２）　・　　　　は既設配管を示す。

凡　例

記 　 　 号 名 　 　 　 称 仕 　 　 　 　 　 様 規 　 　 格 備 　 　 　 　 考

HI 屋外埋設給水管 水道用耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管 ＨＩＶＰ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ 　 ６ ７ ４ ２ 接 着 式 継 手

屋内埋設給水管SU ステンレス鋼鋼管 ＳＵＳ　３１６　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ 　 ３ ４ ４ ８ 拡 管 式 管 継 手

W=500

良質発生土

サンドクッション

ＧＬ

10
0

70
0

200 d 200

30
0

50
0

埋設表示テープ

80
0

屋外給水管　埋設断面図

機 械 設 備 特 記 仕 様 書

１

２ 本 工 事 に 関 す る 法 令 、 条 例 及 び 規 則 等 は 良 く こ れ を 厳 守 し 、 必 要 な 書 類 、

検 査 立 会 い 、 申 請 届 等 は 、 遅 滞 な く 代 行 し 工 事 の 進 渉 に 支 障 の な い よ う に

す る 。 申 請 等 に 要 す る 費 用 は 、 全 て 請 負 者 の 負 担 と す る 。

各 種 の 施 工 は 事 前 に 施 工 図 、 制 作 図 、 承 認 図 等 を 提 出 し 監 督 員 の 承 認 を 得

る こ と 。

３

４ 本 工 事 に 於 て 満 水 試 験 、 水 圧 試 験 、 気 密 試 験 、 通 水 試 験 等 の 各 試 験 は 、 係

員 立 会 い の も と に 行 う も の と し 、 試 験 結 果 成 績 表 等 を 提 出 す る こ と 。

本 工 事 施 工 に 関 し て は 、 本 特 記 仕 様 書 　 設 計 図 書 　 関 係 官 庁 規 則 に よ り 施

工 す る 。 特 記 な き 事 項 は 、 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 『 公 共 建 築

工 事 標 準 仕 様 書 （ 機 械 設 備 工 事 編 ） 最 新 版 』 に 準 拠 す る も の の ほ か 、 監 督

員 の 指 示 に 従 う も の と す る 。

５ 既 存 管 よ り の 取 り 出 し 、 配 管 施 工 は 他 既 存 管 を 充 分 に 調 査 し 、 後 日 支 障 な

き よ う 確 認 し て 施 工 す る 。

６ 本 工 事 で の 既 存 施 設 の 既 存 配 管 の 敷 設 直 し 工 事 が 発 生 し た 場 合 は 、 本 工 事

負 担 に て 行 う こ と 。

７ 給 水 管 屋 外 埋 設 深 さ は Ｇ Ｌ － ６ ０ ０ を 標 準 と す る 。

制

As
As

汚

汚

汚 汚

汚

汚

止

止

制

g

g

c

c

g

As

制

N

 －  － 

 －  － 

 －
 

25HI

25HI 25HI  － 
25HI

25HI

流し台ライニング内20SU配管に接続

水飲み場の水栓類、配管は、
土木工事に含む 不凍栓20

BOX共

雨水配管、桝類は土木工事（共通）

逆止弁25
伸縮止水栓25
量水器25（貸与品）

量水器BOX共
既存管に接続

給水本管より

GV25
BOX共

以降根切り土工事は人力とする

アスファルト舗装はつり復旧は土木工事

凡　例

注記１）　・太線は新設配管を示す。

※水道加入金は別途とする

※韮崎市上下水道課と協議確認の上施工を進めること

※雨水、排水工事は土木工事とする

GV25
BOX共

既存管接続部については
現場、韮崎市上下水道課にて
十分確認を行い、接続すること

作成年月日 日月年令和

事業者名

会社名

縮尺

図面名

韮　　崎　　市

株式会社　馬場設計

図面番号

工事名

1：200

市営総合運動場テニスコート改修工事設計業務委託

M-01

機械設備平面図

トイレ

管理通路

管理通路

本部席
エリア

91,000

観覧席観覧席
 － 

25HI

25HI
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